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近
代
日
本
研
究
第
四
十
二
巻
（
二
〇
二
五
年
度
）

論
説

「
実
地
有
用
之
文
学
士
」

―
―
福
沢
諭
吉
の
「
文
学
」
観
と
慶
應
義
塾
文
学
科
―
―

水

野

博

太

は
じ
め
に

福
沢
諭
吉
の
学
問
観
は
、
福
沢
研
究
の
重
要
な
一
角
を
占
め
続
け
て
き
た
。
早
く
は
丸
山
真
男
が
一
九
四
七
年
の
論
文
「
福
沢

﹇

マ

マ

﹈

に
於
け
る
�
実
学
�
の
転
回
」
で
、
福
沢
の
「
物
理
を
中
核
す
る
実
学
」
は
、
か
つ
て
の
儒
教
的
「
実
学
」
が
「
環
境
と
し
て
の

秩
序
へ
の
順
応
の
原
理
」
を
基
礎
と
し
た
の
と
は
異
な
り
、
学
理
に
よ
っ
て
「
自
己
の
環
境
を
主
体
的
に
形
成
す
る
」
人
間
の
形

成
を
目
指
し
た
と
述
（
1
）

べ
た
。
比
較
的
近
年
で
は
、
例
え
ば
安
西
敏
三
は
福
沢
の
「
実
学
」
観
を
「
ア
ー
ト
」
と
「
サ
イ
エ
ン
ス
」

の
両
概
念
の
関
係
か
ら
論
じ
て
（
2
）

お
り
、
あ
る
い
は
平
石
直
昭
は
、『
学
問
の
す
す
め
』
で
「
人
間
普
通
日
用
に
近
き
実
学
」
の
具
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体
例
と
し
て
示
さ
れ
る
個
別
の
学
問
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘

（
3
）

し
た
。

一
方
で
、
福
沢
の
学
問
観
が
社
会
で
い
か
に
実
現
さ
れ
た
か
、
と
り
わ
け
慶
應
義
塾
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
沢
個
人
の
思

想
ほ
ど
に
は
注
目
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
岩
谷
十
郎
は
、
設
立
初
期
の
慶
應
義
塾
大
学
部
（
以
下
、
単
に
「
大
学
部
」
と

呼
ぶ
）
法
律
科
の
状
況
に
つ
い
て
、
福
沢
の
法
思
想
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
い
（
4
）

る
が
、
法
学
分
野
以
外
に
つ
い
て
は
同
様
の
試
み

が
な
い
。

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
に
設
立
さ
れ
た
大
学
部
は
、
文
学
・
理
財
・
法
律
の
三
科
で
始
ま
っ
た
。「
実
学
」
を
基
調

と
す
る
福
沢
の
学
問
観
が
、
慶
應
義
塾
に
お
い
て
「
文
学
」
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
点
は
、
福
沢
の
学
問
観

を
考
え
る
上
で
も
、
ま
た
今
日
に
お
け
る
人
文
学
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
検
討
に
値
し
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
学
部

設
立
前
後
に
お
け
る
福
沢
の
「
文
学
」
観
と
、
大
学
部
文
学
科
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
の
際
、
あ
わ
せ
て
諭
吉
の
長
男
・
一
太
郎
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
太
郎
は
「
文
学
」
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
お
り
、
米
国
留
学
中
（
留
学
期
間
は
大
学
部
設
置
直
前
の
数
年
間
に
当
た
る
）
の
一
太
郎
に
諭
吉
が
宛
て
た
書
簡
の
中
に
は
、

諭
吉
の
「
文
学
」
観
が
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
、
明
治
前
期
に
お
け
る
「
文
学
」
概
念
の
検
討
か
ら
始
め
、
同
時
期
の
福
沢
お
よ
び
慶
應
義
塾
に
お
い
て
「
文
学
」
が

ど
の
よ
う
に
観
念
さ
れ
、
ま
た
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
考
え
る
。

160



一

福
沢
に
お
け
る
「
文
学
」
と
専
門
性

明
治
期
の
「
文
学
」
概
念
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
柳
田
泉
『
明
治
初
期
の
文
学
思
想
』（
上
下
巻
、
春
秋
社
、
い
ず
れ
も
一
九

六
五
年
）
や
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』（
作
品
社
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に

関
係
す
る
範
囲
で
そ
の
大
概
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
文
学
」
と
い
う
語
は
、
幕
末
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
、
漢
学
に
お
け
る
用
法
を
受
け
つ
つ
、「
文
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る

（
主
と
し
て
人
文
・
社
会
系
の
）
学
問
一
般
や
、
評
論
・
史
伝
、
ま
た
詩
文
・
小
説
な
ど
の
文
芸
ま
で
を
幅
広
く
指
す
語
で
あ
っ

た
。
こ
の
用
法
は
明
治
中
期
頃
ま
で
通
用
し
て
い
た
が
、
や
が
て
「
文
学
」
と
い
う
語
の
指
す
範
囲
は
、
徐
々
に
詩
や
小
説
な
ど

の
文
芸
方
面
に
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
柳
田
は
前
者
を
「
大
き
な
文
学
」「
学
問
的
文
学
」「
サ
イ
エ
ン
ス
」、
後
者
を
「
小
さ
な

文
学
」「
詩
歌
小
説
」「
ア
ー
ト
の
文
学
」
な
ど
と
整
（
5
）

理
し
、
鈴
木
は
「
広
義
の
文
学
」「
狭
義
の
文
学
」
と
呼
び
分
（
6
）

け
る
。
明
治

中
期
以
降
、
学
問
の
専
門
化
に
よ
っ
て
「
大
き
な
文
学
」「
広
義
の
文
学
」
の
枠
組
み
が
意
味
を
持
ち
づ
ら
く
な
り
、
そ
れ
ら
が

個
別
の
学
問
へ
と
解
体
さ
れ
る
一
方
で
、「
小
さ
な
文
学
」、
鈴
木
の
言
葉
で
言
え
ば
、
小
説
を
中
心
と
し
た
「
言
語
芸
術
」
す
な

わ
ち
「
狭
義
の
文
学
」
こ
そ
が
、
新
た
に
「
文
学
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

福
沢
に
お
け
る
「
文
学
」
の
観
念
は
、
柳
田
の
言
う
「
大
き
な
文
学
」、
す
な
わ
ち
学
問
一
般
を
指
す
明
治
前
期
的
な
用
法
に

大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
更
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
福
沢
は
学
問
を
「
文
学
」
と
「
理
学
」
に
大
別
し
て
い
る
が
、

「
理
学
」
に
含
ま
れ
る
個
々
の
学
問
（
医
学
・
化
学
・
器
械
学
な
ど
）
に
つ
い
て
は
高
度
な
専
門
性
を
認
め
る
一
方
で
、「
文
学
」

に
つ
い
て
は
、
同
様
の
専
門
性
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「実地有用之文学士」
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明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
の
「
慶
應
義
塾
暑
中
休
業
に
付
き
演
説
」
で
は
、
学
問
を
「
理
学
」
と
「
文
学
」
に
大
別
し
て
、

次
の
よ
う
に
言
う
。

扨
爰
に
理
学
と
文
学
と
孰
れ
か
要
用
な
り
と
の
問
題
に
付
て
は
、
固
よ
り
其
優
劣
あ
る
可
き
に
非
ず
。
例
へ
ば
医
師
な
り
、

化
学
士
な
り
、
器
械
学
士
な
り
、
鉱
学
士
な
り
、
土
木
学
士
な
り
、
都
て
有
形
の
物
に
就
て
其
理
を
究
め
其
物
を
取
扱
ひ
、

人
間
の
殖
産
上
に
其
成
跡
を
得
る
も
の
な
れ
ば
、
固
よ
り
貴
重
な
り
と
雖
ど
も
、
文
学
も
亦
決
し
て
軽
々
視
す
可
き
も
の
に

非
ず
。
其
科
目
夥
多
あ
る
中
に
も
、
今
の
日
常
に
切
要
な
る
も
の
を
挙
れ
ば
、
言
語
文
章
の
稽
古
は
勿
論
、
歴
史
、
経
済
、

法
律
、
又
商
売
に
関
す
る
諸
芸
術
よ
り
、
尚
上
り
て
は
人
心
学
、
社
会
学
、
哲
学
等
に
至
る
ま
で
、
低
き
に
限
な
く
高
き
に

極
な
し
。
之
を
要
す
る
に
人
間
社
会
雅
俗
の
庶
務
を
包
羅
す
る
も
の
な
れ
ば
、
苟
も
一
家
の
政
を
修
め
又
は
公
共
の
事
を
執

る
に
、
須
臾
も
離
る
可
ら
ざ
る
も
の
は
文
学
の
心
得
な
り
と
云
て
可
（
7
）

な
り
。

こ
こ
で
福
沢
は
、「
理
学
」
に
つ
い
て
は
「
例
へ
ば
医
師
な
り
、
化
学
士
な
り
、
器
械
学
士
な
り
、
鉱
学
士
な
り
、
土
木
学
士

な
り
」
と
、
学
科
ご
と
の
専
門
家
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
一
方
で
「
文
学
」
と
は
、「
人
間
社
会
雅
俗
の
庶
務
を
包
羅
」
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
言
語
文
章
の
稽
古
」「
歴
史
、
経
済
、
法
律
」「
商
売
」「
人
心
学
、
社
会
学
、
哲
学
等
」
を
含
め
て
は

い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
個
々
の
学
科
に
お
け
る
専
門
家
の
存
在
を
認
め
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
続
く
福
沢
の
文
章
を
読
む

と
更
に
明
瞭
に
な
る
。

﹇
…
…
﹈
仮
令
へ
文
学
を
得
た
り
と
て
其
人
物
が
愚
な
れ
ば
何
の
用
を
為
す
に
足
ら
ず
。
或
は
其
科
目
繁
多
な
る
に
過
ぎ
て
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何
の
科
も
唯
表
面
の
一
通
り
に
終
り
て
漠
然
た
る
が
如
き
は
、
動
も
す
れ
ば
文
学
に
起
る
弊
害
に
し
て
、
斯
の
如
き
は
則
ち

文
を
学
て
総
て
学
ば
ざ
る
に
等
し
き
者
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
故
に
文
学
の
士
に
し
て
其
の
所
得
を
実
用
に
施
さ
ん
と
欲
す

る
者
は
、
一
芸
一
能
を
も
等
閑
に
附
せ
ず
し
て
真
面
目
に
之
を
学
び
、
又
其
学
問
の
傍
に
は
常
に
人
事
を
忘
る
る
こ
と
な

く
、
一
身
を
ば
学
塾
に
寄
せ
な
が
ら
も
心
の
働
は
社
会
の
全
般
に
及
ぼ
し
、
事
の
雅
俗
大
小
を
問
は
ず
、
高
尚
の
極
度
よ
り

卑
近
の
末
秒
に
至
る
ま
で
常
に
之
に
注
意
し
、
恰
も
学
塾
の
外
に
社
会
な
る
大
学
校
あ
る
も
の
な
り
と
心
得
て
、
瞬
間
も
此

大
学
校
の
熟
練
を
怠
る
可
（
8
）

ら
ず
。

「
表
面
の
一
通
り
に
終
」
わ
ら
ぬ
よ
う
、「
文
学
」
は
「
真
面
目
に
」
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
同
時
に
、
福
沢
に
お

い
て
「
文
学
」
を
学
ぶ
こ
と
は
、「
歴
史
、
経
済
、
法
律
」
か
ら
「
人
心
学
、
社
会
学
、
哲
学
等
に
至
る
ま
で
」
の
「
繁
多
」
な

科
目
を
修
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
ど
れ
か
一
科
目
の
専
門
性
を
深
め
た
り
、「
人
事
を
忘
」
れ
て
研
究
に
没
頭
し
た
り
す

る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
大
学
部
設
置
以
前
の
慶
應
義
塾
と
は
、
少
な
く
と
も
福
沢
の
理
想
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
文
学
の

士
」
が
輩
出
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
福
沢
の
考
え
る
「
文
学
」
の
中
に
、「
言
語
文
章
の
稽
古
」
は
あ
っ
て
も
、
詩
文
や

文
芸
の
存
在
す
る
余
地
は
無
い
。

二
「
文
学
会
」

早
く
も
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
福
地
桜
痴
は
「
日
本
文
学
の
不
振
を
論
ず
」
に
お
い
て
、
史
伝
か
ら
小
説
・
戯
作
、「
演

戯
院
本
」
や
和
歌
・
俳
諧
・
詩
ま
で
を
「
文
学
」
と
し
て
取
り
扱
っ
て
（
9
）

い
る
。
し
か
し
明
治
前
期
に
お
い
て
、「
文
学
」
を
名
乗

「実地有用之文学士」
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る
た
め
に
文
芸
的
要
素
は
必
ず
し
も
不
可
欠
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
杉
浦
重
剛
が
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
設
立
し
た
東
京

文
学
院
は
、
哲
学
科
・
政
治
科
の
二
学
科
体
制
で
あ
（
10
）

っ
た
。

特
に
明
治
一
〇
年
代
の
福
沢
は
、「
文
学
」
か
ら
文
芸
的
要
素
を
排
除
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
引
用
・
言
及

さ
れ
て
き
た
福
沢
の
書
簡
に
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
、
浜
野
定
四
郎
（
当
時
塾
長
）・
渡
部
久
馬

八
（
当
時
塾
監
）
宛
の
書
簡
が
あ
る
。

塾
中
に
余
興
漫
録
と
か
申
し
詩
文
集
出
来
候
由
、
右
は
生
徒
の
洒
落
私
に
い
た
し
た
事
な
れ
ば
敢
て
非
難
す
べ
き
に
も
あ
ら

ず
、
御
勝
手
次
第
馬
鹿
ら
し
き
事
と
評
す
る
ま
で
の
こ
と
な
れ
共
、
若
し
或
其
集
中
に
慶
應
義
塾
の
名
あ
り
て
は
以
て
の
外

の
次
第
、
仮
令
表
題
に
て
も
或
は
文
章
の
中
に
て
も
。
文
詩
は
社
中
の
最
拙
な
る
者
、
加
ふ
る
に
方
今
の
時
節
フ
ヒ

ジ
カ
ル

サ
イ
ヤ
ン
ス
を
勧
め
て
も
尚
振
は
ざ
る
の
折
柄
、
其
塾
中
の
社
員
が
詩
文
集
を
版
に
い
た
し
た
と
は
咄
々
怪
事
、
老
生
は
之

を
聞
て
恥
死
せ
ん
と
す
。
何
者
の
馬
鹿
が
右
様
の
タ
ワ
ケ
を
企
て
た
る
か
、
公
然
と
談
ず
る
よ
り
も
窃
に
可
相
成
は
一
冊
も

人
に
示
さ
ぬ
様
い
た
し
度
、
若
し
其
出
版
に
費
用
掛
り
た
る
な
ら
ば
老
生
之
を
償
ひ
可
遣
、
宜
敷
御
取
計
可
被
（
11
）

下
候
。

慶
應
義
塾
は
「
文
学
」
の
塾
で
あ
る
。
し
か
し
福
沢
は
、
塾
内
で
『
余
興
漫
録
』
な
る
詩
文
集
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
つ

け
る
と
、
塾
長
と
塾
監
に
対
し
、「
フ
ヒ

ジ
カ
ル
サ
イ
ヤ
ン
ス
を
勧
め
」
る
べ
き
時
期
に
「
詩
文
集
」
を
編
纂
す
る
と
は
言
語
道

断
、「
老
生
は
之
を
聞
て
恥
死
せ
ん
と
す
」「
何
者
の
馬
鹿
が
右
様
の
タ
ワ
ケ
を
企
て
た
る
か
」
と
ま
で
非
難
し
た
。
福
沢
自
身
は

漢
詩
を
作
り
、
そ
れ
を
人
に
示
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
慶
應
義
塾
の
「
文
学
」
に
は
、「
詩
文
」
が
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
以
上
、
福
沢
が
上
記
の
「
文
学
」
観
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
慶
應
義
塾
内
で
も
共
有
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
に
塾
生
主
体
で
作
ら
れ
、
ご
く
短
期
間
の
み
活
動
し
た

と
思
わ
れ
る
「
文
学
会
」
の
内
容
か
ら
も
窺
え
る
。

同
年
二
月
、
塾
生
の
発
起
で
、
塾
内
に
「
文
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
同
会
が
刊
行
し
た
『
文
学
会
雑
誌
』
は
、
現
時
点
で
は

第
一
号
・
第
二
号
の
み
存
在
を
確
認
で
き
る
が
、
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
文
学
会
規
則
」
は
「
本
会
ハ
年
輩
ノ
有
志
相
集
リ
博

ク
欧
米
ノ
文
学
ヲ
講
求
シ
旁
ラ
塾
中
ノ
先
輩
ニ
依
頼
シ
文
学
ニ
関
ス
ル
有
益
ノ
講
義
ヲ
聴
聞
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
文
学
会
ト
名

ク
」
と
述
べ
て
（
12
）

い
る
。
ま
た
同
号
の
「
文
学
会
来
歴
」
に
よ
れ
ば
、
慶
應
義
塾
の
教
員
で
あ
る
浜
野
定
四
郎
と
門
野
幾
之
進
に
依

頼
し
、
毎
月
二
回
、「
塾
ノ
客
間
」
で
講
義
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
と
（
13
）

い
う
。

こ
の
講
義
は
、『
文
学
会
雑
誌
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
浜
野
が
「
社
会
学
ノ
主
意
」
お
よ
び
「
学
問
ノ
三
時
期
」
を
、
小
幡
篤

次
郎
が
「
不
換
紙
幣
論
」
を
、
門
野
が
「
理
学
歴
史
講
義
」
を
、
後
藤
牧
太
が
「
蟻
ト
植
物
ト
ノ
関
係
」
を
講
じ
た
。
浜
野
の

「
社
会
学
ノ
主
意
」
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
の
概
説
で
、「
学
問
ノ
三
時
期
」
で
は
学
問
の
発
展
史
が
ミ
ル
と
ス
ペ
ン
サ
ー

を
参
照
し
な
が
ら
述
べ
ら
れ
、
ま
た
門
野
の
「
理
学
歴
史
講
義
」
は
西
洋
に
お
け
る
近
代
科
学
の
展
開
を
述
べ
て
い
る
。「
文
学

会
」
と
い
う
名
前
で
は
あ
る
が
、
そ
の
「
文
学
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
福
沢
の
「
文
学
」
観
に
適
い
、
文
芸
を
除
く
学
問
全
般
を

指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
哲
学
・
社
会
学
や
経
済
学
、
ひ
い
て
は
生
物
学
・
植
物
学
す
ら
範
囲
に
含
め
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
福
沢
は
、
こ
の
「
文
学
会
」
に
さ
え
不
満
を
述
べ
て
い
る
。『
文
学
会
雑
誌
』
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
演
説

「
文
学
会
員
に
告
ぐ
」
で
、
福
沢
は
「
今
単
に
文
学
会
と
云
は
ゞ
、
或
は
之
を
支
那
風
に
解
釈
し
て
風
月
に
唫
じ
詩
文
を
弄
す
る

会
な
ら
ん
と
思
ふ
者
な
し
と
も
云
ふ
可
ら
ず
。
是
れ
余
の
最
も
恐
る
る
所
な
り
」「
儒
教
主
義
の
追
々
頭
角
を
現
は
す
の
傾
嚮
あ

る
時
に
当
て
文
学
会
と
云
は
ゞ
、
或
は
文
字
の
義
解
よ
り
し
て
誤
謬
の
生
ず
る
な
き
も
保
す
可
ら
ず
」
と
（
14
）

述
べ
、
そ
の
演
説
の
大
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部
分
を
「
儒
教
主
義
」
の
批
判
に
当
て
た
。
福
沢
は
「
文
学
会
」
の
活
動
内
容
を
把
握
は
し
て
い
る
よ
う
で
、「
儒
教
主
義
」
や

「
支
那
風
」
の
「
文
学
」
を
指
し
て
「
是
等
の
事
は
此
文
学
会
と
は
毫
も
関
係
な
き
に
似
た
れ
ど
も
」
と
前
置
き
を
し
つ
つ
、
し

か
し
「
儒
教
主
義
の
追
々
頭
角
を
現
は
す
の
傾
嚮
あ
る
時
に
当
て
文
学
会
と
云
は
ゞ
、
或
は
文
字
の
義
解
よ
り
し
て
誤
謬
の
生
ず

る
な
き
も
保
す
可
ら
ず
」
と
述
べ
、
結
局
は
儒
教
批
判
に
終
始
し
て
い
る
。

明
治
一
〇
年
代
半
ば
は
、
維
新
以
来
の
欧
化
主
義
に
対
す
る
反
動
的
な
復
古
主
義
が
現
れ
た
時
期
で
あ
り
、
福
沢
は
「
時
事
新

報
」
上
で
、
そ
れ
ら
の
復
古
主
義
批
判
、
儒
教
・
漢
学
批
判
を
展
開
し
て
（
15
）

い
た
。
福
沢
は
、
こ
の
頃
の
自
身
の
関
心
に
引
き
ず
ら

れ
て
如
上
の
説
を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
世
間
に
お
い
て
は
「
文
学
」
が
時
と
し
て
「
風
月
に
唫
じ
詩
文
を
弄
す
る
」
こ
と
を
含

む
こ
と
を
理
解
し
つ
つ
、
慶
應
義
塾
で
は
断
じ
て
そ
れ
を
許
さ
な
い
と
す
る
福
沢
の
「
文
学
」
観
は
、
前
述
の
『
余
興
漫
録
』
の

騒
動
と
一
致
す
る
。

三

福
沢
一
太
郎
の
米
国
留
学
と
「
文
学
」

福
沢
諭
吉
の
長
男
・
一
太
郎
お
よ
び
次
男
・
捨
次
郎
は
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
か
ら
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
か

け
て
米
国
へ
留
学
し
た
。
諭
吉
は
留
学
中
の
息
子
た
ち
に
書
簡
を
送
り
続
け
た
が
、
諭
吉
は
一
太
郎
宛
の
書
簡
の
中
で
、
し
ば
し

ば
「
文
学
」
あ
る
い
は
「
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ル
」（Literature
）
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
一
太
郎
が
「
文
学
」
に

関
心
を
持
っ
た
故
で
あ
っ
た
。

一
太
郎
の
米
国
留
学
に
つ
い
て
は
近
年
、
小
川
原
正
道
が
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
（
16
）

い
る
。
一
太
郎
は
明
治
一
五
（
一
八
八

二
）
年
に
慶
應
義
塾
本
科
を
卒
業
し
、
翌
年
六
月
に
弟
・
捨
次
郎
と
渡
米
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
を
卒
業
し
た
捨
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次
郎
と
は
異
な
り
、
一
太
郎
は
オ
ー
バ
リ
ン
大
学
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
の
三
校
を
転
々
と

し
、
い
ず
れ
も
卒
業
す
る
こ
と
な
く
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
一
一
月
の
帰
朝
ま
で
の
約
六
年
半
を
米
国
で
過
ご
し
た
。

一
太
郎
と
捨
次
郎
の
米
国
留
学
は
、
諭
吉
の
発
案
に
依
る
。
息
子
た
ち
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
の
計
画
で
あ
っ
た
ら
（
17
）

し
く
、
息
子

た
ち
の
専
攻
も
諭
吉
が
主
導
し
て
決
め
た
と
思
わ
れ
る
。
渡
米
直
前
の
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
五
月
、
当
時
駐
米
公
使
の
寺

島
宗
則
に
宛
て
て
息
子
た
ち
の
世
話
を
依
頼
し
た
書
簡
の
中
で
、
諭
吉
は
、
息
子
た
ち
に
学
ば
せ
る
「
学
問
の
種
類
」
は
「
物
理

学
と
決
心
」
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
物
理
学
」
は
、
諭
吉
の
言
う
「
フ
ヒ

ジ
カ
ル
サ
イ
ヤ
ン
ス
」、
実
質
的
に
は

広
義
の
自
然
科
学
の
意
で
あ
ろ
う
。
特
に
一
太
郎
に
つ
い
て
は
「
数
の
考
に
乏
し
く
、
且
本
人
の
志
願
も
有
之
義
に
付
」
農
学
を

専
攻
さ
せ
た
い
と
記
し
て
（
18
）

い
る
。

諭
吉
は
「
本
人
の
志
願
」
と
言
う
が
、
そ
れ
は
多
少
な
り
と
も
諭
吉
の
顔
色
を
窺
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
同
年
一
二
月

の
一
太
郎
・
捨
次
郎
宛
書
簡
で
、
諭
吉
は
「
一
太
郎
ハ
数
学
不
得
手
之
様
ニ
存
候
ゆ
ゑ
、
農
学
と
申
た
る
事
な
り
。
是
と
て
も
必

ス
農
学
ニ
限
る
と
申
ス
厳
命
ニ
あ
ら
ず
。
或
ハ
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ル
之
中
ニ
而
、
気
ニ
適
ひ
候
課
も
あ
ら
バ
勝
手
ニ
可
致
候
」
と
述

べ
て
（
19
）

い
る
。
農
学
と
厳
命
し
た
訳
で
は
な
い
と
言
う
も
の
の
、
米
国
で
は
（
諭
吉
の
言
う
）「
物
理
学
」
を
専
攻
さ
せ
る
と
い
う

大
方
針
の
中
で
、
一
太
郎
は
数
学
が
苦
手
だ
か
ら
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
諭
吉
か
ら
消
去
法
的
に
「
農
学
」
と
い
う
選
択
肢
が
提

示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
渡
米
か
ら
半
年
の
時
点
で
既
に
、
一
太
郎
の
関
心
が
「
フ
ヒ

ジ
カ
ル
サ
イ
ヤ
ン
ス
」
で
は
な

く
、
実
は
「
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ル
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
諭
吉
は
察
し
て
い
る
。

一
太
郎
が
最
初
の
留
学
先
を
オ
ハ
イ
オ
州
の
オ
ー
バ
リ
ン
大
学
に
決
め
た
理
由
は
、
恐
ら
く
は
在
米
日
本
公
使
館
で
当
時
勤
務

し
て
い
た
、
同
大
学
出
身
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
（D

urham
W
.Stevens

）
が
関
係
し
て
い
（
20
）

よ
う
。
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年

七
月
中
旬
、
一
太
郎
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
公
使
館
で
寺
島
宗
則
・
鮫
島
武
之
助
お
よ
び
「
ス
チ
ー
ヴ
ン
氏
」
ら
と
面
会
し
、
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「
就
学
之
場
所
ハ
先
ツ
、
ヲ
ハ
ヨ
と
一
決
」、
ひ
い
て
は
早
く
も
「
八
月
一
日
頃
ハ
彼
地
へ
参
る
へ
く
」
決
し
た
と
（
21
）

い
う
。
オ
ー
バ

リ
ン
大
学
に
は
農
学
の
課
程
が
な
く
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
一
太
郎
は
最
初
の
学
期
を
終
え
る
前
に
同
校
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
い
か
に
も
調
査
不
足
の
感
が
否
め
な
い
。
も
っ
と
も
諭
吉
自
身
が
、「
数
の
考
に
乏
し
」
い
一
太
郎
に
つ
い
て
は
学
業

面
の
期
待
を
そ
れ
ほ
ど
し
て
い
な
か
っ
た
が
故
に
、
学
校
選
び
も
場
当
た
り
的
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
諭
吉
は
一
太
郎
・

捨
次
郎
宛
書
簡
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

兼
而
申
聞
候
通
、
一
太
郎
ハ
農
学
ニ
志
し
候
様
致
度
、
ハ
イ
サ
イ
ヤ
ン
ス
よ
り
も
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
之
一
芸
緊
要
ト
存
候
。
学

問
ハ
低
ク
候
共
不
苦
、
殊
ニ
英
語
之
自
由
自
在
、
英
文
之
読
ミ
書
き
ハ
日
本
ニ
而
最
要
用
之
事
ニ
付
、
深
ク
注
意
し
て
怠
ら

さ
る
様
可
被
致
、﹇
（
22
）

…
…
﹈

諭
吉
は
一
太
郎
に
対
し
、
高
度
な
学
問
を
修
め
る
こ
と
は
望
ま
な
か
っ
た
し
（
過
度
の
勉
学
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
理
由
に
、

諭
吉
は
一
太
郎
・
捨
次
郎
を
東
京
大
学
予
備
門
か
ら
中
退
さ
せ
て
い
る
）、
農
学
・
農
業
に
特
別
な
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
訳
で
も

な
い
。
諭
吉
が
息
子
た
ち
に
強
く
望
ん
だ
の
は
、「
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
」
な
学
問
（
で
き
れ
ば
「
フ
ヒ

ジ
カ
ル
サ
イ
ヤ
ン
ス
」）
を
学

ぶ
こ
と
で
あ
り
、
加
え
て
「
英
語
」
に
「
自
由
自
在
」
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
英
語
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
福
沢
は
演

説
で
も
度
々
力
説
し
て
（
23
）

い
た
。

英
語
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
諭
吉
と
一
太
郎
の
間
に
認
識
の
齟
齬
は
な
く
、
一
太
郎
は
見
事
な
英
語
力
を
身
に
着

け
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
「
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
」
の
面
に
つ
い
て
、
諭
吉
は
一
太
郎
に
し
ば
し
ば
警
告
を
発
し
た
。
諭

吉
は
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
の
書
簡
で
、
一
太
郎
の
「
高
尚
」「
空
想
」
の
傾
向
に
釘
を
刺
し
て
い
る
。
一
太
郎
は
こ
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の
時
、
新
年
度
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
入
学
し
、
農
学
を
専
攻
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

貴
様
農
学
中
ニ
家
畜
之
事
を
専
務
ニ
せ
ん
と
の
義
、
何
ニ
而
も
好
む
所
こ
そ
得
意
な
れ
、
至
極
之
義
と
存
候
。
人
種
改
良
抔

高
尚
之
議
論
ハ
姑
く
さ
し
置
、
唯
後
年
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
り
、
一
身
一
家
之
生
計
第
一
之
義
な
れ
バ
、
空
想
論
よ
り
も
実
地

ニ
後
図
を
考
る
こ
と
緊
要
事
ニ
有
之
候
。﹇
…
…
﹈
閑
暇
之
節
ハ
手
習
も
可
然
。
都
而
人
之
志
ハ
、
あ
ま
り
高
尚
ニ
過
き
て

は
芸
ハ
乏
し
き
よ
り
、
空
理
を
論
す
よ
り
も
、
手
之
業
之
利
く
様
致
し
度
事
（
24
）

ニ
候
。

一
太
郎
の
専
攻
に
つ
い
て
、
諭
吉
は
特
段
興
味
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
一
方
で
、
お
そ
ら
く
一
太
郎
が
諭
吉
宛
の
書
簡
で
論

じ
た
の
で
あ
ろ
う
「
人
種
改
良
抔
高
尚
之
議
論
」
を
回
避
す
る
こ
と
、「
空
想
論
よ
り
も
実
地
ニ
後
図
を
考
る
」
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
元
々
諭
吉
が
息
子
た
ち
に
「
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
」
な
学
問
の
修
得
を
求
め
た
の
は
、
こ
の
書
簡
で
も
「
一
身
一
家
之
生
計
第

一
之
義
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
帰
国
後
に
そ
の
学
問
（
及
び
英
語
力
）
を
活
か
し
て
独
立
し
た
生
計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

と
の
意
図
が
あ
っ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
土
木
工
学
を
学
ぶ
捨
次
郎
に
つ
い
て
は
、
諭
吉
は
こ
の
点
を
何
ら
心
配

す
る
必
要
が
な
か
っ
た
が
、
学
校
を
転
々
と
す
る
一
太
郎
に
は
書
簡
で
し
ば
し
ば
懸
念
を
伝
え
て
い
る
。

四
「
文
学
士
」
の
条
件

前
節
末
の
引
用
の
後
段
で
、
諭
吉
は
一
太
郎
に
「
手
習
」
を
勧
め
て
い
る
。
諭
吉
は
、
一
太
郎
の
筆
跡
は
日
本
語
・
英
語
の
い

ず
れ
も
汚
く
、
か
つ
そ
れ
は
仮
に
も
「
文
学
」
を
志
す
者
と
し
て
致
命
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
諭
吉
の
書
簡
中
に
一
太
郎
の
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字
の
汚
さ
を
咎
め
る
記
述
は
多
い
が
、
そ
れ
は
諭
吉
が
、「
文
学
」
と
文
字
の
美
醜
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。

諭
吉
は
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
一
〇
月
の
書
簡
で
、「
文
学
士
」
と
し
て
の
条
件
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
一
太
郎

は
こ
の
時
、「
農
学
」「
家
畜
」
を
学
ぶ
は
ず
だ
っ
た
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
離
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
あ
る
イ
ー
ス

ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
て
い
た
。

﹇
…
…
﹈
唯
今
帰
国
致
し
て
、
さ
し
向
何
之
業
ニ
就
く
べ
き
や
、
甚
だ
困
難
な
り
。
農
業
之
実
際
も
難
シ
、
商
売
も
同
し
く

易
か
ら
ず
。
然
ハ
則
ち
文
学
士
と
し
て
世
ニ
立
た
ん
か
、
是
亦
容
易
な
る
事
ニ
あ
ら
ず
。
併
シ
先
ツ
貴
様
之
天
稟
、
文
学
ニ

適
し
た
る
者
と
し
て
考
れ
バ
、
尚
所
望
之
点
甚
タ
多
し
。
其
一
、
二
を
挙
れ
バ
、

日
本
文
字
、
英
文
字
と
も
に
大
ニ
手
習
の
労
を
取
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
文
字
ハ
唯
字
画
を
誤
ら
ざ
れ
バ
以
て
足
る
べ
し
な

ど
申
者
有
之
候
得
共
、
大
な
る
ミ
ス
テ
ー
キ
に
し
て
、
決
し
て
左
様
ニ
あ
ら
ず
。
等
し
く
説
を
吐
く
に
も
、
能
弁
訥
弁
之

別
あ
り
。
同
じ
人
の
顔
ニ
も
醜
美
あ
り
。
今
文
字
ハ
末
技
な
り
な
ど
云
ふ
者
ハ
、
弁
説
の
巧
拙
、
顔
貌
の
醜
美
を
問
は
ず

と
云
ふ
ニ
異
な
ら
ず
。
天
下
衆
人
の
許
さ
ゞ
る
所
な
り
。
さ
れ
バ
、
貴
様
ハ
今
後
小
心
乃
父
の
言
を
聴
き
、
手
習
を
勤
め

ざ
る
可
ら
ず
。
一
昨
年
来
毎
度
申
遣
候
得
共
、
手
習
ハ
不
致
事
と
見
へ
、
手
紙
抔
の
面
ニ
上
達
之
様
を
見
ざ
る
は
遺
憾
ニ

堪
へ
ざ
る
所
な
り
。

次
ニ
文
章
の
事
は
貴
様
の
得
意
ニ
而
、
随
分
華
や
か
な
る
妙
味
な
き
ニ
あ
ら
ざ
れ
共
、
未
タ
以
て
十
分
と
す
る
ニ
足
ら

す
。
仮
に
今
日
、
貴
様
を
他
人
と
し
て
時
事
新
報
社
ニ
雇
は
ん
と
す
る
も
、
編
輯
局
中
の
一
方
ニ
手
離
し
て
事
を
任
す
べ

か
ら
ず
。
事
を
任
ず
べ
か
ら
ざ
れ
バ
、
給
料
も
多
分
ニ
払
ふ
可
ら
ず
。
独
立
之
生
計
尚
難
き
者
と
云
ふ
べ
し
。
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右
之
次
第
な
る
を
以
て
、
今
回
商
法
学
校
を
卒
業
し
た
ら
バ
、
心
を
一
に
し
て
前
記
の
二
ヶ
条
を
学
ひ
、
兎
角
有
形
の
文
字

文
章
を
手
ニ
入
れ
て
、
人
に
愧
ぢ
ざ
る
ほ
ど
の
位
ニ
達
し
て
、
傍
ニ
博
学
を
勤
る
こ
と
肝
要
（
25
）

な
り
。

「
商
法
学
校
」
す
な
わ
ち
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
の
あ
る
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
は
、
一
太
郎
・
捨
次
郎
の
生
活
拠
点

で
も
あ
り
、
ま
た
同
校
は
、
慶
應
義
塾
出
身
の
森
村
豊
を
は
じ
め
（
彼
の
興
し
た
森
村
組
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
支
店
を
設
け
、
一

太
郎
・
捨
次
郎
の
留
学
資
金
の
受
け
渡
し
窓
口
と
な
っ
て
い
た
）、
日
本
人
の
卒
業
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
実
践
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
特
徴
で
、
早
け
れ
ば
数
ヶ
月
で
の
卒
業
も
可
能
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
諭
吉
の
（
26
）

希
望
、
ま
た
当
時
米
国
で
一
太
郎
の
監

督
役
を
務
め
て
い
た
シ
モ
ン
ズ
（D

uane
B.Sim

m
ons

）
が
そ
れ
を
汲
み
取
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
渡
米
か
ら
既
に
二
年
を
経
て
い

た
一
太
郎
は
、
同
校
へ
の
入
学
を
決
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
な
お
一
年
後
に
は
同
校
を
退
学
す
る
）。

諭
吉
は
、
先
の
引
用
の
直
前
部
分
で
「
唯
今
貴
様
が
商
法
学
校
を
卒
業
す
る
も
、
こ
れ
を
日
本
ニ
土
産
ニ
し
て
一
事
業
を
起
す

の
資
と
す
る
ニ
足
ら
ず
」「
卒
業
ハ
固
よ
り
大
切
な
れ
ど
も
、
是
れ
ハ
唯
一
芸
と
し
て
身
ニ
附
け
置
く
ま
で
之
義
に
し
て
、
人
々

の
働
ハ
自
か
ら
別
ニ
恃
む
所
の
も
の
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
（
27
）

述
べ
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
た
だ
け
で

は
独
立
生
計
を
立
て
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
、
や
や
突
き
放
し
た
言
い
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
一
太
郎
が
「
文
学
士
」

た
ら
ん
と
す
る
に
は
「
手
習
」
の
上
達
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
文
章
に
つ
い
て
も
、
一
太
郎
の
「
華
や
か
な
る
妙
味
」
は
認

め
る
も
の
の
、
な
お
も
「
博
学
を
勤
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
太
郎
が
「
文
学
の
士
」
と
な

る
べ
き
条
件
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

斯
の
如
く
し
て
今
よ
り
壱
ヶ
年
も
二
ヶ
年
も
勉
強
し
て
、
福
沢
諭
吉
の
長
子
一
太
郎
ハ
文
学
の
士
な
り
。
第
一
縦
横
共
ニ
文

「実地有用之文学士」
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字
美
な
り
。
第
二
文
章
は
流
暢
し
て
条
理
あ
り
、
華
実
両
な
か
ら
全
ふ
し
て
人
の
意
ニ
適
す
。
第
三
字
を
善
く
し
、
文
を
巧

に
し
て
兼
而
博
学
な
り
、
史
類
の
取
調
ハ
一
太
郎
君
ニ
限
る
と
云
は
る
ゝ
に
至
り
、
こ
の
三
ヶ
条
に
兼
而
、
数
年
米
国
ニ
在

り
て
交
際
ニ
慣
れ
、
品
行
は
美
に
し
て
野
な
ら
ず
。
能
く
談
笑
し
て
人
ニ
佞
す
る
こ
と
な
く
、
亦
人
を
怒
ら
し
む
る
こ
と
な

く
、
何
時
も
悦
ば
し
き
顔
色
し
て
丁
寧
深
切
な
り
と
の
名
声
を
博
す
る
と
き
ハ
、
職
業
を
得
る
こ
と
甚
た
易
し
。
即
チ
彼
の

卒
業
の
商
法
学
も
実
用
を
為
す
に
足
る
（
28
）

べ
し
。

字
が
美
し
く
、
流
暢
で
条
理
あ
る
文
章
を
書
け
、
博
学
で
あ
り
、
特
に
「
史
類
の
取
調
」
な
ど
に
長
じ
て
い
る
こ
と
。
そ
し

て
、
こ
れ
が
日
本
語
・
英
語
の
双
方
で
で
き
る
こ
と
。
こ
の
条
件
を
満
た
し
た
「
文
学
士
」
が
実
社
会
で
そ
の
力
を
発
揮
す
る
こ

と
こ
そ
、「
文
学
」
に
つ
い
て
の
諭
吉
の
理
想
で
あ
っ
た
。

五
「
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
排
除

留
学
中
の
一
太
郎
の
文
章
は
、
時
事
新
報
に
和
訳
の
上
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
の
ち
に
『
慶
應

義
塾
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
を
読
む
と
、
随
所
に
彼
の
ユ
ー
モ
ア
を
見
て
取
れ
る
。
既
に
留
学
中
か
ら
そ
の
傾
向
が
あ
っ
た

の
か
、
諭
吉
は
一
太
郎
に
「
英
文
ニ
而
は
余
り
笑
を
取
ら
ず
、
何
卒
文
学
之
士
と
な
り
博
学
好
文
章
、
英
語
、
仏
語
の
名
人
、
日

本
文
之
上
手
と
あ
れ
バ
、
夫
れ
ニ
而
沢
山
な
り
」
と
書
簡
で
述
べ
て
（
29
）

い
る
。
諭
吉
は
一
太
郎
の
文
章
に
「
華
や
か
な
る
妙
味
」
や

「
笑
」
の
要
素
を
認
め
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
否
定
は
し
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
諭
吉
の
考
え
る
「
文
学
」
に
は
、
そ
れ
ら
は
必
要

の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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文
章
に
つ
い
て
は
「
華
実
両
な
か
ら
全
ふ
」
す
る
こ
と
を
か
ろ
う
じ
て
認
め
た
諭
吉
が
、
頑
な
に
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の

は
、「
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
」
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
諭
吉
は
一
太
郎
に
直
接
、
あ
る
い
は
彼
の
監
督
役
で
あ
っ
た
シ
モ
ン
ズ
を

も
通
じ
て
、
一
太
郎
が
「
ス
ペ
キ
ュ
ラ
チ
ー
ヴ
」（speculative

）
に
走
る
こ
と
を
強
く
戒
め
た
。
た
と
え
ば
明
治
一
九
（
一
八
八

六
）
年
七
月
の
シ
モ
ン
ズ
宛
書
簡
で
は
「
同
人
が
ス
ペ
キ
ュ
ラ
チ
ー
ヴ
之
論
ニ
走
る
義
ニ
付
而
者
、
今
便
も
厳
し
く
差
留
め
申
遣

置
候
。
是
非
共
実
地
有
用
之
人
物
ニ
致
し
度
心
願
ニ
御
座
候
」
と
述
べ
て
（
30
）

い
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
こ
と
四
ヶ
月
前
、
同
年
三
月
に

シ
モ
ン
ズ
か
ら
諭
吉
宛
に
送
ら
れ
た
書
簡
で
は
、
一
太
郎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

﹇
…
…
﹈
私
は
彼
に
、
抽
象
的
で
非
実
用
的
な
こ
と
を
書
い
た
り
思
索
し
た
り
し
て
時
間
を
無
駄
に
せ
ぬ
よ
う
に
忠
告
し
て

お
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
彼
は
随
分
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
。

﹇
…
…
﹈
彼
は
も
は
や
過
激
な
視
点
を
持
た
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
日
に
日
に
視
野
が
広
く
、
包
括
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

適
切
な
訓
練
に
よ
っ
て
は
、
彼
は
傑
出
し
た
思
想
家
・
文
筆
家
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。
彼
は
実
際
、
捨
次
郎
よ
り
遥
か
に

ウ
ィ
ッ
ト
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
で
い
ま
す
。
彼
ほ
ど
の
男
に
は
、
ど
こ
の
国
で
あ
れ
、
私
は
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
お
気
づ
き
に
な
ら
れ
た
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
―
―
し
か
し
実
に
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。

﹇
…
…
﹈
た
し
か
に
彼
は
技
術
的
な
学
問
向
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
こ
う
い
う
人
物
は
得
て
し
て
、
類
い
稀
な
ほ

ど
に
視
野
の
広
く
、
包
括
的
な
思
索
家
で
あ
る
も
の
で
す
。

確
信
い
た
し
ま
す
が
、
彼
は
あ
な
た
の
名
に
恥
じ
な
い
男
に
な
り
、
あ
な
た
は
彼
を
と
て
も
誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
、
た
と
え
今
は
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
。（
（
31
）

拙
訳
）

「実地有用之文学士」
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「
抽
象
的
で
非
実
用
的
な
こ
と
」
へ
の
耽
溺
は
、
諭
吉
が
強
く
戒
め
る
所
で
あ
る
か
ら
、
シ
モ
ン
ズ
と
し
て
も
そ
れ
に
従
わ
な

い
訳
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
シ
モ
ン
ズ
は
、
こ
の
点
に
こ
そ
一
太
郎
の
才
能
が
あ
り
、
か
つ
そ
れ
は
一
概
に
抑
圧
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
婉
曲
的
に
で
は
あ
る
が
、
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
、
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
る
思
索
家

と
し
て
の
一
太
郎
の
可
能
性
を
、
彼
の
父
・
諭
吉
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
雇
用
主
の
息
子
で
あ
る
が
ゆ
え
に
褒
辞

を
重
ね
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
諭
吉
が
嫌
う
「
ス
ペ
キ
ュ
ラ
チ
ー
ヴ
」
を
戒
め
る
と
い
う
義
理
立
て
は
果
た
し
た
上

で
、
優
れ
た
文
筆
家
に
必
須
の
広
い
視
野
と
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
一
太
郎
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
シ
モ
ン
ズ
は
見
逃
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
シ
モ
ン
ズ
の
書
簡
を
受
け
て
も
諭
吉
は
、
一
太
郎
を
「
ス
ペ
キ
ュ
ラ
チ
ー
ヴ
之
論
」
か
ら
遠
ざ
け
、
彼
が
「
実
地
有
用

之
人
物
」
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
同
年
七
月
の
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
の
直
前
に
一
太
郎
は
、
お
そ
ら
く
本
意
で

は
な
か
っ
た
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
で
の
学
業
を
諦
め
、
同
校
退
学
の
旨
を
諭
吉
に
伝
え
て
い
た
。

七
月
二
日
附
英
文
書
翰
披
見
致
候
。
シ
モ
ン
ズ
氏
之
同
意
を
以
て
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
校
を
引
き
、
専
ら
文
学
を
学
ふ
様
方
向

を
転
し
候
由
、
学
業
之
義
ハ
兼
而
申
入
置
候
通
り
、
此
方
よ
り
深
く
細
ニ
差
図
致
候
義
ハ
出
来
不
申
、
自
分
之
好
む
所
ニ
従

ふ
べ
し
。
文
学
甚
だ
良
し
、
勉
強
被
致
度
事
に
候
得
共
、
此
文
学
に
も
亦
実
と
空
と
二
様
之
別
あ
り
。
拙
者
ハ
実
主
義
な

り
。
即
ち
低
よ
り
高
き
ニ
登
る
の
趣
意
に
し
て
、
例
ヘ
バ
英
文
学
を
学
ふ
と
し
て
、
第
一
、
英
語
を
語
る
こ
と
自
由
自
在
に

し
て
、
恰
も
日
本
語
を
語
る
と
同
様
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
此
事
貴
様
ニ
お
ゐ
て
既
に
出
来
候
哉
。
尚
不
十
分
ニ
も
あ
ら
バ
厚

く
心
掛
ケ
度
存
候
。
次
ニ
、
英
字
日
本
字
も
学
は
ざ
る
可
ら
ず
。
英
文
日
本
文
も
研
究
可
致
事
な
り
。
高
尚
な
る
ス
ペ
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
之
論
議
ハ
、
拙
者
の
目
下
悦
は
ざ
る
所
な
り
。
文
学
ニ
而
も
物
理
数
学
ニ
而
も
、
立
身
の
媒
介
た
ら
ざ
る
も
の
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な
し
。
貴
様
の
学
業
ハ
文
学
ニ
而
、
拙
者
ニ
於
而
毫
も
不
満
足
な
し
。
唯
其
文
学
を
実
ニ
し
て
実
用
に
適
し
、
俗
世
界
の
需

ニ
応
す
る
様
、
呉
々
も
注
意
被
致
度
、
只
管
所
祈
（
32
）

ニ
候
。

一
太
郎
は
、
も
は
や
「
文
学
」
へ
の
志
望
を
隠
さ
な
い
。
諭
吉
も
そ
れ
に
正
面
か
ら
反
対
は
し
な
い
が
、
一
方
で
「
文
学
に
も

亦
実
と
空
と
二
様
之
別
」
が
あ
り
、「
文
学
」
を
す
る
な
ら
「
実
主
義
」
を
採
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
英
語
を
語
る
こ
と
自
由
自

在
に
し
て
、
恰
も
日
本
語
を
語
る
と
同
様
」
の
英
語
力
を
身
に
着
け
、
美
し
い
「
英
字
日
本
字
」
を
修
得
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
。
諭
吉
は
先
に
「
文
学
の
士
」
た
る
条
件
を
一
太
郎
に
伝
え
て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
同
様
に
、「
俗
世
界
」
で
「
文
」
を
操
る

総
合
技
術
と
し
て
の
「
実
用
」
的
な
「
文
学
」
を
修
得
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
諭
吉
の
考
え
る
「
文
学
」
の
中
に
、

「
高
尚
な
る
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
之
論
議
」
が
入
る
余
地
は
な
い
。
同
年
一
一
月
の
書
簡
で
諭
吉
は
、
一
太
郎
に
対
し
「
唯
実

地
有
用
之
文
学
士
と
為
り
て
帰
国
す
れ
バ
、
夫
れ
ニ
而
満
足
な
り
」
と
述
べ
て
（
33
）

い
る
。
「
文
学
士
」
は
「
実
地
有
用
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

諭
吉
が
「
文
学
士
」
に
「
実
地
有
用
」
を
求
め
た
の
は
、
官
学
、
特
に
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
に
文
部
省
が
設
置
し
た
東

京
大
学
へ
の
不
満
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
諭
吉
は
一
太
郎
宛
書
簡
の
中
で
、
何
度
か
「
専
門
学
士
」
や
「
大
学
校
」
の
不
評
に
言
及

し
て
い
る
。
あ
る
書
簡
で
は
、「
法
律
」
を
修
め
た
「
専
門
学
士
」
は
「
之
を
判
事
ニ
用
れ
バ
、
何
之
役
ニ
も
立
た
ず
。
甚
し
き

ハ
罪
人
宣
告
之
文
言
さ
へ
ろ
く
に
出
来
ず
、
文
ハ
悪
し
く
文
字
は
金
釘
を
打
枉
げ
た
る
が
如
き
ざ
ま
ニ
而
、
迚
も
実
用
ニ
適
せ

ず
。
唯
上
手
な
る
ハ
理
屈
而
已
」
だ
と
言
う
。
当
時
の
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
生
は
司
法
官
へ
の
無
試
験
登
用
特
権
を
有
し
て
い

た
が
、
諭
吉
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
い
ざ
司
法
官
に
な
っ
て
も
判
決
文
ひ
と
つ
書
け
ず
、
文
章
も
字
も
下
手
で
、
上
手
な
の
は
理
屈

﹇
マ
マ
﹈

だ
け
、
世
間
で
は
「
畢
竟
学
門
を
過
当
ニ
評
し
て
今
日
ま
で
欺
か
れ
た
る
も
の
な
り
抔
、
専
門
学
士
ニ
向
て
不
平
の
談
少
な
か
ら

「実地有用之文学士」
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ず
」
の
状
態
だ
と
（
34
）

言
い
、
ま
た
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
九
月
の
書
簡
で
は
「
近
来
ハ
日
本
ニ
而
大
学
校
之
卒
業
生
が
実
地
之

用
に
適
せ
ず
、
云
は
ば
変
人
馬
鹿
者
之
類
多
し
と
て
、
評
判
甚
タ
宜
し
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
（
35
）

い
る
。
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年

前
後
は
、
諭
吉
が
官
学
と
の
対
決
姿
勢
を
露
わ
に
し
、
官
立
学
校
廃
止
論
さ
え
唱
え
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
官
学
へ
の
不
満
、
そ

し
て
官
学
を
反
面
教
師
と
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、「
高
尚
な
る
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
一
太
郎
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る

諭
吉
の
執
念
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

六

福
沢
諭
吉
の
「
文
学
」
観
と
慶
應
義
塾
文
学
科

諭
吉
の
「
文
学
」
に
対
す
る
態
度
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
頃
か
ら
、
や
や
軟
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば

明
治
二
〇
年
一
〇
月
、
箱
根
・
塔
之
沢
か
ら
一
太
郎
に
宛
て
た
書
簡
の
末
尾
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

塔
ノ
沢
入
湯
中
之
拙
作
和
韻
甚
妙
な
り
。
詩
も
亦
文
学
中
之
一
芸
、
馬
鹿
ニ
不
相
成
候
。
貴
様
之
祖
父
、
伯
父
御
両
所
ハ
、

真
之
文
人
と
も
申
さ
る
可
き
技
倆
な
り
し
か
と
も
、
独
り
拙
者
ハ
殺
風
景
ニ
而
、
赤
面
之
事
（
36
）

ニ
候
。

諭
吉
の
「
入
湯
中
之
拙
作
」
は
こ
の
書
簡
に
は
添
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
金
文
京
が
、
こ
の
塔
之
沢
旅
行
中
に
作
ら
れ
た
諭
吉

の
漢
詩
二
首
を
紹
介
し
て
（
37
）

い
る
。「
詩
も
亦
文
学
中
之
一
芸
」
と
の
評
価
、
ま
た
詩
作
を
「
真
之
文
人
」
の
条
件
と
み
な
し
、
自

身
の
「
殺
風
景
」
を
自
嘲
す
る
態
度
は
、
塾
生
に
よ
る
詩
文
集
の
編
纂
を
「
何
者
の
馬
鹿
が
右
様
の
タ
ワ
ケ
を
企
て
た
る
か
」
と

一
蹴
し
て
い
た
頃
と
比
べ
れ
ば
、
確
実
な
変
化
で
あ
る
。
ま
た
翌
年
六
月
に
行
っ
た
演
説
で
、
諭
吉
は
「
美
術
文
学
」
の
重
要
性
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を
説
い
て
も
い
る
。

﹇
…
…
﹈
世
禄
の
武
家
の
子
に
算
筆
を
勉
る
者
少
な
く
、
商
売
の
事
情
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
少
な
く
、
美
術
文
学
に
志
す

者
少
な
く
、
尚
甚
だ
し
き
は
書
は
姓
名
を
記
す
に
足
る
な
ど
称
し
て
書
字
を
さ
へ
等
閑
に
し
た
る
者
（
38
）

多
し
。

た
だ
し
演
説
全
体
の
内
容
か
ら
鑑
み
る
に
、
こ
こ
で
言
う
「
美
術
文
学
」
と
は
「
手
跡
」
や
「
書
翰
の
文
段
」
を
指
し
、
美

術
・
芸
術
鑑
賞
、
あ
る
い
は
詩
文
や
小
説
な
ど
の
文
芸
を
指
し
て
は
い
な
い
。

学
者
が
辛
苦
学
び
得
た
る
所
の
も
の
を
世
に
公
に
し
其
平
生
の
技
倆
を
人
に
示
さ
ん
と
す
る
は
、
即
ち
一
身
の
広
告
に
し

て
、
特
に
今
の
時
勢
に
必
要
な
る
こ
と
な
り
。﹇
…
…
﹈
交
際
の
礼
儀
、
周
旋
、
挙
動
、
既
に
活
発
優
美
な
り
と
し
て
、
尚

進
ん
で
手
跡
の
醜
美
、
書
翰
の
文
段
の
巧
拙
等
は
、
人
物
の
品
評
に
最
も
手
近
き
標
準
た
る
可
け
れ
ば
、
後
進
生
の
最
も
注

意
す
可
き
所
の
も
の
な
り
。
然
る
に
此
種
の
事
は
動
も
す
れ
ば
学
者
に
蔑
視
せ
ら
れ
て
軽
々
看
過
す
る
所
と
為
る
の
み
な
ら

ず
、
却
て
無
骨
殺
風
景
を
以
て
得
々
自
か
ら
居
り
、
人
事
に
大
切
な
る
礼
儀
を
欠
て
、
併
せ
て
美
術
文
学
の
要
を
忘
る
る
者

な
き
に
あ
ら
ず
。
迂
老
は
諸
君
の
為
め
に
謀
て
常
に
遺
憾
に
堪
（
39
）

へ
ず
。

「
手
跡
の
醜
美
、
書
翰
の
文
段
の
巧
拙
」
も
「
一
身
の
広
告
」
で
あ
る
か
ら
、
学
者
が
世
に
立
ち
、
学
問
を
世
に
広
め
る
に
は
、

そ
れ
ら
の
「
美
術
文
学
」
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
手
跡
」
は
、
一
太
郎
に
幾
度
と
な
く
書
簡
上
で
注
意
し
た
事

項
で
も
あ
っ
た
。

「実地有用之文学士」
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諭
吉
自
身
は
、「
文
学
」
を
志
す
一
太
郎
と
の
書
簡
往
復
と
い
う
個
人
的
事
情
に
起
因
し
て
か
、
あ
る
い
は
明
治
一
九
（
一
八

八
六
）
年
か
ら
展
開
さ
れ
、
時
事
新
報
お
よ
び
諭
吉
も
参
加
し
た
演
劇
改
良
運
動
な
ど
の
社
会
的
状
況
か
ら
か
、「
詩
も
亦
文
学

中
之
一
芸
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
に
至
っ
て
は
い
た
。
た
だ
し
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
の
大
学
部
始
業
式
に
お
け
る

演
説
「
学
問
に
凝
る
勿
れ
」
を
見
る
と
、「
高
尚
」
を
嫌
っ
た
諭
吉
の
学
問
観
お
よ
び
「
文
学
」
観
は
、
基
本
的
に
変
化
し
て
い

な
い
。
こ
の
演
説
で
諭
吉
は
、「
大
学
の
学
問
も
亦
是
れ
一
芸
な
れ
ば
、
之
を
修
め
て
業
を
卒
り
た
ら
ば
深
く
之
を
内
に
蔵
め
て

外
は
活
発
に
世
務
に
当
り
、
天
下
無
敵
の
俗
物
と
雑
居
し
て
俗
事
を
行
」
う
中
で
「
不
学
無
術
」
の
「
人
間
社
会
」
を
啓
発
し
、

「
自
然
に
其
俗
を
し
て
正
に
帰
せ
し
め
、
以
て
我
学
問
の
区
域
を
拡
」
め
る
べ
き
で
あ
る
と
述
（
40
）

べ
た
。
ま
た
「
幸
に
我
同
学
中
に

は
俗
に
云
ふ
変
人
奇
物
を
生
ず
る
こ
と
少
な
く
し
て
、
変
通
活
発
の
人
物
に
富
み
、
今
の
社
会
の
表
面
に
頭
角
を
現
は
し
て
学
問

上
の
所
得
を
人
事
の
実
際
に
適
用
す
る
者
多
き
は
老
生
の
特
に
満
足
す
る
所
」
と
言
（
41
）

う
が
、
こ
れ
は
一
太
郎
宛
書
簡
の
中
で
東
京

大
学
を
卒
業
し
た
「
専
門
学
士
」
を
批
判
し
て
「
変
人
馬
鹿
者
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
通
じ
よ
う
。「
学
問
に
凝
る
」
官
学
連
中
は
、

や
は
り
諭
吉
の
反
面
教
師
な
の
で
あ
っ
て
、
慶
應
義
塾
で
行
わ
れ
る
教
育
は
、
少
な
く
と
も
諭
吉
の
目
の
黒
い
間
は
、
官
学
の
ご

と
き
「
人
事
の
実
際
」
を
忘
れ
た
学
問
偏
重
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
義
塾
関
係
者
の
中
に
は
諭
吉
と
異
な
る
考
え
を
持
つ
者
も
い
た
。
例
え
ば
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
五
月
、

『
交
詢
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
山
名
次
郎
「
文
学
及
び
哲
学
の
思
想
」
は
、「
花
卉
樹
木
」「
泉
水
」「
奇
石
」
な
ど
の
「
粧
飾
」
を

備
え
た
庭
園
が
、
そ
れ
自
体
は
「
虚
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
所
有
者
の
「
信
用
」
を
増
す
と
い
う
「
実
の
働
」
を
な
す
よ
う
に
、

人
間
も
「
心
の
花
な
る
文
学
」、
た
と
え
ば
「
詩
歌
文
章
」
を
修
め
て
「
大
に
己
を
飾
る
」
こ
と
が
必
要
だ
と
（
42
）

説
く
。
一
見
「
虚
」

に
思
え
る
「
詩
歌
文
章
」
が
結
局
は
「
実
の
働
」
を
な
す
と
い
う
議
論
は
、
先
の
引
用
で
諭
吉
が
述
べ
た
「
美
術
文
学
」
も
「
一

身
の
広
告
」
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
議
論
と
似
て
は
い
る
。
し
か
し
諭
吉
が
「
詩
歌
文
章
」
あ
る
い
は
「
文
芸
」
の
意
義
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を
正
面
か
ら
評
価
し
た
記
述
は
、
先
に
引
用
し
た
「
詩
も
亦
文
学
中
之
一
芸
」
の
書
簡
お
よ
び
後
述
の
「
修
身
要
領
」
を
除
き
、

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
「
実
の
働
」
を
押
し
出
す
山
名
の
論
は
、
学
問
が
「
実
」
を
離
れ
る
こ
と
を
決
し
て
許
さ

ぬ
諭
吉
の
姿
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
し
か
し
こ
れ
ま
で
諭
吉
が
明
示
的
に
排
除
し
て
き
た
も
の
の
再
評
価
を
迫
る
、
婉
曲
的
な
主
張

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
生
ま
れ
の
山
名
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
慶
應
義
塾
本
科
を
卒
業
し
、
こ
の
論
説
を
発
表

し
た
当
時
は
時
事
新
報
社
に
勤
め
て
い
た
。
中
年
期
以
降
は
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
青
年
期
の
著
書
『
社
会
教
育
論
』

（
一
八
九
二
）
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
。
明
治
二
〇
年
前
後
の
山
名
は
『
交
詢
雑
誌
』
へ
の
寄
稿
も
多
く
、「
文
学
及
び
哲
学
の
思

想
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

山
名
は
こ
の
論
説
の
翌
年
、
北
海
道
師
範
学
校
長
と
し
て
北
海
道
に
赴
任
し
た
の
ち
、
そ
の
一
年
後
に
は
帰
京
し
た
。
帰
京
後

は
日
本
郵
船
、
つ
い
で
日
本
勧
業
銀
行
で
働
い
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
も
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
い
く
つ
か
論
説
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
と
に
山
名
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
の
「
我
国
に
於
け
る
英
国
派
と
独
逸
派
」
に
お
い
て
、「
医
術
」「
理
学
」「
法

律
政
治
の
学
問
」
に
長
じ
、
か
つ
経
済
学
で
も
新
興
の
「
道
義
的
歴
史
派
勢
力
」
を
持
ち
「
内
容
的
文
明
」
に
優
れ
る
ド
イ
ツ
の

学
術
を
軽
視
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
諭
吉
が
英
語
第
一
主
義
を
堅
持
し
て
い
た
手
前
か
、
山

名
は
「
我
輩
は
必
ず
し
も
英
派
を
軽
ん
じ
て
、
独
を
重
ん
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
」
と
前
置
き
し
つ
つ
も
、「
昨
今
我
国
に
於
て

独
派
が
漸
く
勢
力
を
得
む
る
所
以
の
も
の
、
亦
決
し
て
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
を
信
ず
る
者
な
り
」
と
述
べ
て
（
43
）

い
る
。

山
名
は
の
ち
に
慶
應
義
塾
評
議
員
を
務
め
た
ほ
か
、
門
野
幾
之
進
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
千
代
田
火
災
保
険
で
長
ら
く
監
査
役

を
務
め
る
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
て
慶
應
義
塾
の
影
響
圏
内
で
活
動
し
続
け
た
人
物
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
こ
と
は
、
全
て
の

意
見
が
諭
吉
と
一
致
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
た
と
え
諭
吉
と
異
な
る
意
見
を
婉
曲
的
に
唱
え
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る
こ
と
は
で
き
て
も
、
諭
吉
の
常
日
頃
か
ら
の
主
張
と
相
反
す
る
よ
う
な
改
革
を
慶
應
義
塾
で
行
う
こ
と
は
、
と
り
わ
け
諭
吉
の

存
命
中
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

初
期
の
文
学
科
で
、
詩
や
小
説
な
ど
の
文
芸
作
品
が
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
課
程
の
中
心
は
、
英
米

の
文
芸
作
品
の
読
解
・
鑑
賞
で
あ
っ
た
。
学
生
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
文
学
科
主
任
で
あ
っ
た
リ
ス
カ
ム
（W

illiam
S.Liscom

b

）

は
初
年
度
の
学
生
に
対
し
て
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
詩
集
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
の
詩
集
（The

D
eserted

Village,The
Trav­

eler

）、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
のThe

Rim
e
ofthe

AncientM
ariner

、
カ
ー
ラ
イ
ル
のEssays

on
Burns

and
Scott

、
ス
コ
ッ
ト
の

The
Lady

ofthe
Lake

、
バ
イ
ロ
ン
のC

hilde
H
arold’s

Pilgrim
age

な
ど
を
教
材
と
し
て
用
い
た
と
（
44
）

い
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

文
学
作
品
を
教
材
と
し
て
用
い
て
い
て
も
、
文
学
科
の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
や
は
り
諭
吉
の
理
想
と
す
る
「
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
」
が

重
視
さ
れ
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
、
理
財
科
主
任
の
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
（G

arrett

D
roppers

）
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
学
長
の
エ
リ
オ
ッ
ト
（Charles

W
.Eliot

）
に
宛
て
た
、
文
学
科
主
任
教
員
の
推
薦
を
求
め
る

書
簡
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。

こ
こ
の
英
文
学
科
で
望
ん
で
い
る
人
は
、
深
遠
な
学
者
よ
り
も
実
用
的
で
面
白
い
人
で
す
。
英
文
科
の
目
標
は
学
生
に
記

者
、
教
員
、
会
社
員
や
秘
書
な
ど
に
な
る
修
業
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
課
程
の
第
一
の
目
的
は
、
正
し
い
英
語
で
話
し

た
り
書
い
た
り
す
る
能
力
と
実
際
に
役
に
た
つ
英
文
学
の
知
識
を
あ
た
え
る
こ
と
で
す
。
深
い
優
雅
な
文
学
趣
味
を
や
し
な

う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
日
本
に
は
む
か
な
い
こ
と
と
確
信
い
た
し
（
45
）

ま
す
。

ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
が
半
ば
諦
念
と
共
に
吐
露
し
た
よ
う
に
見
え
る
こ
の
記
述
か
ら
窺
え
る
の
は
、
文
学
科
（
彼
は
そ
れ
を
「
英
文
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学
科
」
と
表
記
し
て
い
る
）
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
、
ま
さ
に
諭
吉
が
理
想
と
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。「
文
学
」
教
育
の
目
標
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
実
用
的
」
な
英
語
力
の
修
得
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
記
者
、
教
員
、
会
社
員
や

秘
書
な
ど
」
の
立
場
に
お
い
て
活
か
す
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
諭
吉
が
一
太
郎
に
「
文
学
士
」
の
条
件
と
し
て
望
ん
だ
こ
と

で
も
あ
っ
た
。「
深
い
優
雅
な
文
学
趣
味
」
は
日
本
人
に
は
無
理
だ
と
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
は
言
う
が
、
か
つ
て
諭
吉
は
一
太
郎
を

「
高
尚
な
る
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
引
き
剝
が
す
こ
と
を
、
積
極
的
に
望
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

諭
吉
の
英
語
第
一
主
義
は
終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
慶
應
義
塾
が
、
た
と
え
諭
吉
が
経
営
の
第
一
線
か
ら
は
退
い
て
い

た
と
し
て
も
、
実
質
的
に
は
諭
吉
の
学
校
で
あ
っ
た
以
上
、
こ
の
主
義
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）
年
九
月
、
三
田
演
説
館
に
お
い
て
諭
吉
は
、
塾
生
に
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

又
英
語
英
文
を
奨
励
す
る
は
本
塾
本
来
の
本
色
に
し
て
、
曾
て
其
主
義
を
変
じ
た
る
こ
と
な
し
。
或
は
世
論
を
聞
く
に
、
文

明
の
教
育
に
外
国
の
語
を
要
せ
ず
、
其
学
理
を
彼
れ
に
採
り
て
之
を
講
ず
る
に
は
日
本
語
を
以
て
す
可
し
と
云
ふ
者
あ
り
。

自
ら
一
説
と
し
て
見
る
可
し
。
吾
々
は
必
ず
し
も
之
に
対
し
て
得
失
を
争
は
ん
と
欲
す
る
者
に
非
ざ
れ
ど
も
、
是
れ
は
教
育

論
者
の
所
見
に
一
任
し
て
、
我
慶
應
義
塾
は
唯
本
来
の
方
針
に
向
つ
て
進
む
可
き
（
46
）

の
み
。

諭
吉
畢
生
の
主
張
で
あ
る
「
英
語
英
文
」
主
義
を
、
慶
應
義
塾
が
維
持
す
べ
き
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。「
其
学
理
を
彼
れ
に

採
り
て
之
を
講
ず
る
に
は
日
本
語
を
以
て
す
可
し
」
と
い
う
議
論
は
、
西
洋
の
学
問
を
日
本
語
で
学
び
、
教
え
、
研
究
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
東
京
専
門
学
校
を
意
識
し
て
い
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
諭
吉
に
お
い
て
、
学
問
と
り
わ
け
「
文
学
」

は
、
英
語
を
抜
き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
演
説
で
諭
吉
は
、
教
育
を
「
初
歩
入
門
よ
り
最
高
等
に
至
る
ま
で
英
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語
を
以
て
終
始
す
る
」
こ
と
こ
そ
「
日
本
人
の
利
益
」
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

詰
る
所
は
我
れ
よ
り
進
で
彼
に
近
づ
き
彼
を
学
び
、
英
語
を
利
用
し
て
実
際
の
実
用
を
弁
ず
る
の
外
な
し
。
只
に
日
常
の
用

弁
に
備
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
博
識
博
言
固
有
専
門
の
学
科
を
修
む
る
者
の
外
は
、
一
切
の
教
育
を
英
語
に
し
て
、
初
歩
入
門

よ
り
最
高
等
に
至
る
ま
で
英
語
を
以
て
終
始
す
る
こ
そ
、
東
洋
国
た
る
我
日
本
人
の
利
益
な
れ
と
信
じ
て
吾
々
の
躊
躇
せ
ざ

る
所
（
47
）

な
り
。

「
詩
も
亦
文
学
中
之
一
芸
」
と
悟
っ
た
諭
吉
は
、
文
学
科
で
英
米
の
詩
文
を
教
え
る
こ
と
自
体
に
は
必
ず
し
も
反
対
し
て
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
教
育
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
「
実
際
の
実
用
」「
日
常
の
用
弁
」
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
実
践

的
英
語
力
の
涵
養
と
い
う
点
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七

慶
應
義
塾
文
学
科
の
不
振
と
福
沢
一
太
郎
の
「
文
学
」
観

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
表
さ
れ
た
「
修
身
要
領
」
は
、
福
沢
諭
吉
の
名
義
で
「
文
芸
の
嗜
」
の
重
要
性
を
正
面
か
ら

説
い
た
点
で
、
本
稿
の
視
点
か
ら
言
え
ば
画
期
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
二
一
条
に
「
文
芸
の
嗜
は
人
の
品
性
を
高
く
し

精
神
を
娯
ま
し
め
、
之
を
大
に
す
れ
ば
社
会
の
平
和
を
助
け
人
生
の
幸
福
を
増
す
も
の
な
れ
ば
、
亦
是
れ
人
間
要
務
の
一
な
り
と

知
る
可
し
」
と
（
48
）

言
う
。
本
条
を
解
説
す
る
形
で
、
当
時
塾
長
の
鎌
田
栄
吉
は
「
文
芸
即
ち
、
フ
ハ
イ
ン
ア
ー
ト
、
美
術
美
文
と
云

ふ
こ
と
を
娯
む
の
余
裕
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」「
人
間
に
は
相
当
に
文
芸
の
嗜
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
な
ど
と
述
べ
て
（
49
）

い
る
。
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も
っ
と
も
「
修
身
要
領
」
は
、
脳
溢
血
後
の
諭
吉
が
命
じ
て
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
ど
こ
ま
で
諭
吉
自
身
の
思
想
を
反

映
で
き
て
い
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
実
際
、
こ
の
「
修
身
要
領
」
お
よ
び
先
に
挙
げ
た
「
詩
も
亦
文
学
中
之
一
芸
」
の
書
簡
を
除

け
ば
、「
文
芸
」
の
価
値
を
正
面
か
ら
評
価
し
た
諭
吉
の
記
述
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

確
か
な
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
小
さ
な
文
学
」「
狭
義
の
文
学
」
こ
そ
が
「
文
学
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
固
ま
り
、
文
学
熱
の

高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
明
治
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
総
合
大
学
を
目
指
す
高
等
教
育
機
関
が
こ
の
意
味
で
の
「
文
学
」「
文
芸
」
を

無
視
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
設
立
時
よ
り
坪

内
逍
遥
、
落
合
直
文
、
森
槐
南
な
ど
を
擁
し
、「
文
芸
」
方
面
に
も
早
く
か
ら
注
力
し
て
い
た
東
京
専
門
学
校
文
学
部
（
当
初
は

文
学
科
）
は
、
文
学
熱
の
時
流
に
乗
り
、
学
生
募
集
で
も
成
功
を
収
め
て
い
た
。
開
設
時
か
ら
お
よ
そ
八
〇
名
前
後
で
推
移
し
て

い
た
同
校
文
学
部
の
在
学
者
数
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
は
一
二
五
名
に
増
加
し
、
そ
し
て
同
年
に
私
学
初
の
中
等
教

員
無
試
験
検
定
の
特
権
を
得
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
は
二
一
八
名
に
急
増
し
て
お
り
、
卒
業
生
も

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
以
降
は
毎
年
概
ね
二
〇
名
前
後
が
出
て
（
50
）

い
る
。
一
方
で
慶
應
義
塾
大
学
部
文
学
科
を
見
る
と
、
明
治

二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
設
立
後
、
一
時
は
在
学
者
数
が
四
〇
名
を
超
え
た
も
の
の
、
徐
々
に
そ
の
数
は
減
少
し
、
明
治
三
四

（
一
九
〇
一
）
年
に
は
在
学
者
不
在
と
な
っ
て
主
任
教
師
の
ペ
リ
ー
（Thom

as
S.Perry

）
も
帰
国
す
る
な
ど
、
そ
の
不
振
は
明

ら
か
で
あ
（
51
）

っ
た
。「
修
身
要
領
」
に
お
け
る
「
文
芸
の
嗜
」
の
強
調
、
ま
た
そ
れ
を
敷
衍
す
る
鎌
田
塾
長
の
発
言
の
背
景
に
は
、

こ
れ
ま
で
諭
吉
が
積
極
的
に
排
除
し
て
き
た
「
文
芸
」
の
要
素
を
、
今
や
慶
應
義
塾
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
焦
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
同
時
期
の
慶
應
義
塾
、
と
り
わ
け
「
文
学
」
に
強
い
興
味
関
心
を
抱
い
て
い
た
福
沢
一
太
郎
は
、「
文
学
」
に
関

し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
示
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
太
郎
は
、
こ
の
時
期
「
三
田
文
学
会
」
の
顧
問
を
務
め
て
い
る
。
同
会
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は
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
発
会
し
た
組
織
で
、
の
ち
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
永
井
荷
風
を
編
集
主
幹
と
し
て
『
三

田
文
学
』
を
刊
行
し
た
組
織
と
は
、
同
名
だ
が
別
組
織
で
あ
る
。
同
会
は
、
お
そ
ら
く
一
年
程
度
活
動
し
た
の
ち
に
自
然
消
滅
し

た
。
そ
の
第
一
回
会
合
で
は
「
互
ひ
に
内
外
文
学
の
研
究
の
結
果
を
諮
詢
し
行
く
〳
〵
は
文
学
雑
誌
を
も
発
兌
し
て
聊
文
学
界
に

貢
献
す
る
所
あ
ら
ん
と
の
事
を
定
め
」
た
と
い
（
52
）

う
が
、
こ
の
「
文
学
雑
誌
」
は
発
刊
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

同
会
の
主
な
活
動
内
容
は
講
演
会
の
開
催
で
あ
り
、
そ
の
題
目
は
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
に
記
録
さ
れ
て
（
53
）

い
る
。
講
演
題
目
の

中
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
は
、「
百
年
史
」
中
に
も
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
福
沢
一
太
郎
「
食
物
学
理
の
一
斑
」

で
あ
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
栄
養
科
学
論
で
あ
り
、「
文
学
」
会
に
お
け
る
講
演
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

一
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
こ
れ
も
ま
た
広
義
の
「
文
学
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

﹇
…
…
﹈
当
文
学
会
の
儀
は
純
文
学
の
み
を
研
究
す
る
狭
い
意
味
の
文
学
会
で
な
く
、
凡
そ
書
物
と
云
ふ
書
物
は
片
ぱ
し
か

ら
会
員
そ
れ
〳
〵
の
嗜
好
に
応
じ
て
四
方
八
方
に
研
究
し
、
純
文
学
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
哲
学
理
学
倫
理
学
等
の
学
理
を

探
て
見
や
う
と
云
ふ
広
い
意
味
の
文
学
会
と
心
得
ま
す
。
果
し
て
然
ら
ば
今
日
の
私
の
演
説
も
当
文
学
会
に
強
ち
イ
ル

レ
ヽ

ヴ
ァ
ン
ト
な
る
も
の
と
は
想
は
れ
ぬ
。
殊
に
末
段
に
至
れ
ば
文
学
に
関
係
の
あ
る
次
第
が
自
ら
御
分
り
に
成
る
こ
と
で
御
在

ま
（
54
）

せ
う
。

明
治
三
〇
年
代
の
当
時
に
あ
っ
て
も
、
一
太
郎
に
と
っ
て
の
「
文
学
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
き
な
文
学
」
で
あ
っ
た
。
実
際

に
一
太
郎
の
蔵
書
目
録
、
特
に
洋
書
の
部
を
確
認
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
一
太
郎
の
読
書
歴
を
完
全
に
反
映
し
た
も
の

で
は
な
い
と
は
い
え
、
文
芸
作
品
ば
か
り
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
（
55
）

な
い
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
文
芸
作
品
、
歴
史
書
や
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伝
記
な
ど
、
広
く
人
文
書
と
分
類
さ
れ
得
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に
も
主
婦
向
け
の
家
政
に
関
す
る
書
籍
、
会
話

術
や
社
交
マ
ナ
ー
・
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
ハ
ウ
ツ
ー
本
、
ま
た
化
学
・
動
物
学
・
地
球
科
学
な
ど
の
自
然
科
学
に
関
す
る
書
籍
も

目
立
つ
。
一
太
郎
に
と
っ
て
の
「
文
学
」
と
は
、
ま
さ
に
自
身
の
「
嗜
好
に
応
じ
て
」「
書
物
と
云
ふ
書
物
は
片
ぱ
し
か
ら
」「
四

方
八
方
に
研
究
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
か
つ
て
諭
吉
が
一
太
郎
に
要
求
し
た
「
博
学
」
の
要
求
に
見
事
に
合
致
し
て

い
る
。

一
太
郎
は
こ
の
講
演
の
末
尾
で
、「
文
学
に
関
係
の
あ
る
次
第
」
と
い
う
冒
頭
の
伏
線
を
回
収
す
る
よ
う
に
、「
肉
食
」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
。
つ
ま
り
、
巷
に
言
う
「
肉
食
を
す
る
と
情
欲
が
起
る
か
ら
悪
い
と
云
ふ
古
風
な
説
」
は
批
判
さ
れ

に
く
じ
き

き
た

く
わ
つ
き

ハ
イ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

る
べ
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
肉
食
に
由
て
生
じ
来
る
活
気
と
根
気
と
を
高
層
中
枢
の
セ
ル
フ

コ
ン
ツ
ロ
ル
に
依
て
情
欲
氾
濫
に

な
が

こ
れ

ち
と
く

ぶ
ん
め
い
か
い
く
わ

流
れ
し
め
ず
、
之
を
智
徳
の
事
に
転
用
す
れ
ば
こ
そ
文
明
開
化
は
あ
る
」。
そ
れ
に
続
け
て
一
太
郎
は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

「
真
の
風
流
」
に
向
け
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。
一
太
郎
が
「
真
の
風
流
」
と
し
て
列
挙
し
た
の
は
、
ト
マ
ス
・
グ
レ
イ
、
バ
イ

ロ
ン
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
メ
リ
デ
ィ
ス
（
ブ
ル
ワ
ー＝

リ
ッ
ト
ン
）、
ヘ
ン
リ
ー
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ド
ブ
ソ
ン
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ス
コ
ッ
ト
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
い
っ
た
、
英
国
の
文
学
者
た
ち
で
あ
（
56
）

っ
た
。

八
「
文
学
」
と
「
コ
ン
モ
ン
セ
ン
ス
」

諭
吉
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
一
太
郎
に
と
っ
て
も
、
参
照
す
べ
き
「
西
洋
」
と
は
往
々
に
し
て
英
米
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
講
演
録
に
お
い
て
も
一
太
郎
は
、「
彼
の
バ
ラ
ン
ス

ホ
ウ
ィ
ー
ル
た
る
サ
ウ
ン
ド

コ
ン
モ
ン

セ
ン
ス
を
第
一
と
し
学
問
を
第
二
と
す
る
ア
ン
グ
ロ

サ
ク
ス
ン
流
儀
は
蓋
し
我
慶
應
義
塾
の
大
主
意
」
で
あ
る
と
述
べ
て

「実地有用之文学士」
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（
57
）

い
る
。

専
門
知
識
よ
り
も
「
コ
ン
モ
ン
セ
ン
ス
」
を
重
視
す
る
当
時
の
義
塾
の
風
潮
は
、
と
り
わ
け
大
学
部
卒
業
生
の
目
に
は
悪
弊
と

映
っ
た
ら
し
い
。
文
学
科
第
一
期
の
卒
業
生
で
あ
る
川
合
貞
一
は
晩
年
、
大
学
部
設
置
以
前
の
慶
應
義
塾
に
つ
い
て
「
専
門
の
智

識
が
主
な
る
目
的
で
は
な
く
し
て
、
英
語
を
解
す
る
こ
と
が
寧
ろ
目
的
で
あ
つ
た
」「
断
片
的
で
あ
つ
て
何
一
つ
纏
つ
た
専
門
の

智
識
の
与
へ
ら
れ
る
も
の
と
て
は
な
か
つ
た
」
と
回
想
し
て
（
58
）

い
る
。
ま
た
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
、
大
学
部
法
律
科
の
卒
業

生
で
当
時
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
青
木
徹
二
は
、『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
「
独
逸
大
学
の
真
相
」
を
掲
載
し
、
そ
の
中
で
義
塾

の
「
コ
ン
モ
ン
セ
ン
ス
」
重
視
・
専
門
知
識
軽
視
の
風
潮
を
「
常
識
の
中
毒
」
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
青
木
に
よ
れ
ば

「
義
塾
内
外
に
於
け
る
此
常
識
の
中
毒
は
、
実
に
既
往
義
塾
大
学
を
し
て
微
々
と
し
て
振
は
ず
、
名
あ
り
て
殆
ん
ど
其
実
な
か
ら

し
め
た
る
最
大
の
原
因
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
義
塾
大
学
今
後
の
盛
大
な
る
を
期
す
る
に
は
主
と
し
て
専
門
の
学
術
の
研
究
を
喜

ぶ
の
気
風
を
養
成
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
（
59
）

い
う
。
先
に
引
用
し
た
山
名
次
郎
も
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
『
慶
應
義
塾
学

報
』
上
で
、
英
国
か
ら
ド
イ
ツ
に
視
点
を
移
す
重
要
性
を
説
い
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
少
な
く
と
も
一
太
郎

の
考
え
を
変
え
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

諭
吉
に
と
っ
て
「
文
学
」
は
「
人
間
社
会
雅
俗
の
庶
務
を
包
羅
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
義
的
に
は
社
会
で
「
実
用
」
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
「
専
門
の
学
術
の
研
究
」
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
し
、
更
に
言
え
ば
、「
文
学
」
は
英
語
と

切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
太
郎
は
、
留
学
中
は
書
簡
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
諭
吉
と
対
立
し

た
も
の
の
、
こ
の
諭
吉
の
「
文
学
」
に
つ
い
て
の
方
針
を
、
基
本
的
に
は
受
け
入
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
太
郎
に

と
っ
て
「
文
学
」
と
は
、
た
し
か
に
「
純
文
学
」
も
含
む
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
「
純
文
学
」
は
「
文
学
」
の
一
要
素
に
過
ぎ

ず
、「
純
文
学
」
を
含
む
書
物
の
博
捜
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
博
識
あ
る
い
は
「
コ
ン
モ
ン
セ
ン
ス
」
の
獲
得
こ
そ
が
「
文
学
」
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の
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
諭
吉
同
様
に
、
そ
の
一
連
の
過
程
は
、「
西
洋
文
明
の
列
国
中
で
も
最
も
其
神
髄
と
も
称

し
て
然
る
可
き
所
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
種
」
の
操
る
英
語
と
切
り
離
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
（
60
）

っ
た
。
一
太
郎
は
、
日
英

同
盟
締
結
に
際
し
て
寄
せ
た
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
の
文
章
で
、
こ
れ
を
機
会
に
「
社
会
一
般
の
素
人
が
愛
読
す
る
所
の
文

学
、
小
説
、
滑
稽
書
類
、
又
こ
れ
に
縁
深
き
所
の
芝
居
脚
本
に
至
る
ま
で
も
、
総
べ
て
西
洋
風
に
」
し
た
い
、「
水
滸
伝
の
代
り

に
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア
、
八
犬
伝
の
代
り
に
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス
コ
ッ
ト
、
八
笑
人
は
止
め
に
し
て
マ
ー
ク
・
ツ
ウ
ェ
ー
ン
と
云
た
や

う
な
具
合
に
」
し
た
い
と
述
べ
て
（
61
）

い
る
。

諭
吉
、
そ
し
て
諭
吉
の
死
後
は
一
太
郎
の
影
響
力
に
よ
っ
て
か
、
明
治
時
代
の
慶
應
義
塾
文
学
科
は
、
英
語
・
英
文
学
中
心
の

課
程
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
英
語
主
義
は
、
少
な
く
と
も
「
文
学
」
の
文
脈
で
は
、
次
第
に
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
っ

た
。
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
進
学
情
報
誌
で
は
、
慶
應
義
塾
文
学
科
は
「
未
だ
文
学
界
の
為
め
に
大
な
る
功

績
あ
る
を
聞
か
な
い
」
と
評
（
62
）

さ
れ
、
ま
た
同
年
十
二
月
、
雑
誌
『
無
名
通
信
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
瀕
死
の
慶
應
義
塾
（
惨
憺
た
る

文
学
科
）」
と
題
す
る
特
集
記
事
は
「
萎
靡
と
し
て
振
は
ざ
る
慶
應
義
塾
の
文
学
科
は
、
義
塾
全
体
の
好
代
表
者
」
と
酷
（
63
）

評
し
、

当
時
の
教
員
を
実
名
を
挙
げ
て
攻
撃
し
て
い
る
。
文
学
科
主
任
の
川
合
貞
一
は
「
純
文
学
」
へ
の
無
理
解
が
批
判
さ
れ
、
ま
た
英

文
学
を
担
当
し
て
い
た
畑
功
は
、
記
事
に
よ
れ
ば
「
一
体
今
の
若
い
人
達
は
ゾ
ラ
だ
と
か
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
だ
と
か
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
だ
と
か
、
ゴ
ル
キ
ー
等
を
云
々
し
て
、
純
粋
の
英
文
学
を
軽
忽
に
す
る
の
は
、
よ
く
な
い
傾
向
だ
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
、
畑
が

英
文
学
に
偏
重
し
て
「
大
陸
文
学
」
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、
か
え
っ
て
「
大
陸
文
学
」
に
理
解
の
あ
る
馬

場
孤
蝶
が
迫
害
さ
れ
て
い
る
と
も
（
64
）

す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
文
科
不
振
の
根
本
は
、
文
学
や
芸
術
、
殊
に
「
新
興
文
学
」
を
理
解
し

な
い
「
義
塾
当
局
者
の
無
能
」
に
あ
り
、「
義
塾
出
身
者
に
の
み
厚
く
す
る
の
弊
風
を
去
つ
て
外
来
の
人
材
を
遇
す
る
に
礼
を
以

て
す
る
に
至
る
ま
で
は
、
文
学
科
の
発
展
を
望
む
事
は
出
来
ぬ
」
と
述
べ
ら
（
65
）

れ
る
。

「実地有用之文学士」
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以
降
の
慶
應
義
塾
文
学
科
は
、
結
果
だ
け
見
れ
ば
こ
の
記
事
の
批
判
を
受
け
入
れ
た
か
の
よ
う
に
、
森
鷗
外
・
上
田
敏
を
顧
問

に
、
ま
た
永
井
荷
風
・
小
山
内
薫
ら
を
教
員
に
迎
え
る
な
ど
、「
外
来
の
人
材
」
を
受
け
入
れ
て
「
大
陸
文
学
」
を
拡
張
し
、
ま

た
新
生
の
三
田
文
学
会
お
よ
び
『
三
田
文
学
』
に
よ
っ
て
文
壇
と
の
繫
が
り
を
確
保
す
る
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
慶
應
義
塾
文

学
科
、
ひ
い
て
は
文
学
部
の
本
格
的
な
発
展
は
こ
こ
か
ら
始
ま
（
66
）

る
が
、
そ
れ
は
諭
吉
の
理
想
と
し
た
「
文
学
」
像
か
ら
の
離
脱
で

も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
福
沢
諭
吉
お
よ
び
一
太
郎
の
観
念
し
た
「
文
学
」
と
は
、
明
治
前
期
の
広
く
人
文
・
社
会
系

の
学
問
一
般
を
指
す
用
法
を
基
調
と
し
つ
つ
、
理
想
的
に
は
英
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
加
え
て
諭
吉
に
お
い
て

は
、「
文
学
」
か
ら
詩
文
・
文
芸
的
要
素
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
諭
吉
は
生
涯
、
一
太
郎
も
少
な
く
と
も
明

治
三
〇
年
代
ま
で
は
、
こ
の
考
え
を
維
持
し
た
。
慶
應
義
塾
内
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
文
学
」
観
、
あ
る
い
は
学
問
の
専
門
性

追
究
な
ど
に
つ
い
て
諭
吉
・
一
太
郎
と
異
な
る
意
見
を
持
っ
た
人
物
も
い
た
も
の
の
、
し
か
し
慶
應
義
塾
文
学
科
に
限
っ
て
言
え

ば
、
明
治
期
を
通
じ
て
英
語
・
英
文
学
を
基
調
と
す
る
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

諭
吉
の
理
想
と
す
る
「
文
学
士
」
と
は
、「
博
学
」
か
つ
英
語
に
堪
能
で
あ
り
、「
俗
世
界
」
で
活
躍
す
る
「
実
地
有
用
」
な
人

物
で
あ
っ
た
。
大
学
部
の
開
設
に
お
い
て
諭
吉
は
、
学
生
が
「
学
問
に
凝
る
」
こ
と
を
明
確
に
戒
め
て
さ
え
い
る
。「
コ
ン
モ
ン

セ
ン
ス
」
の
流
行
と
専
門
性
の
軽
視
は
、
諭
吉
の
こ
の
よ
う
な
考
え
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ

の
学
科
の
目
標
は
「
記
者
、
教
員
、
会
社
員
や
秘
書
な
ど
に
な
る
修
業
を
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
っ
て
「
深
い
優
雅
な
文
学
趣
味
」
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に
は
縁
が
無
い
と
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
が
評
し
た
慶
應
義
塾
文
学
科
は
、
諭
吉
の
「
学
問
」「
文
学
」
に
関
す
る
理
想
を
体
現
し
て
い

た
と
も
言
え
る
。
問
題
は
、
明
治
後
期
に
お
い
て
、「
文
学
」
を
志
す
若
い
世
代
に
は
、
既
に
こ
の
よ
う
な
理
想
が
魅
力
的
で
は

な
く
な
り
始
め
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

注（
1
）
丸
山
真
男
「
福
沢
に
於
け
る
�
実
学
�
の
転
回
―
―
福
沢
諭
吉
の
哲
学
研
究
序
説
―
―
」『
丸
山
真
男
集

第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一

九
九
五
年
、
一
二
四
―
一
二
七
頁
。

（
2
）
安
西
敏
三
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
�
実
学
思
想
�
と
政
治
―
―
儒
学
・
蘭
学
・
洋
学
」
政
治
思
想
学
会
『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
四

号
、
二
〇
一
四
年
。

（
3
）
平
石
直
昭
『
福
沢
諭
吉
と
丸
山
真
男
―
―
近
現
代
日
本
の
思
想
的
原
点
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
、
五
九
―
六
〇
頁
。

（
4
）
岩
谷
十
郎
「
福
沢
諭
吉
と
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
グ
モ
ア
」
安
西
敏
三
・
岩
谷
十
郎
・
森
征
一
編
著
『
福
沢
諭
吉
の
法
思
想

視

座
・
実
践
・
影
響
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
。

（
5
）
柳
田
泉
『
明
治
初
期
の
文
学
思
想

上
巻
』
春
秋
社
、
一
九
六
五
年
、
二
六
、
四
四
七
頁
。

（
6
）
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
作
品
社
、
一
九
九
八
年
、
二
四
七
頁
。

（
7
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集

第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
三
五
三
―
三
五
四
頁
。

（
8
）
同
書
、
三
五
四
頁
。

（
9
）
福
地
桜
痴
『
明
治
文
学
全
集

一
一

福
地
桜
痴
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
年
、
三
四
二
―
三
四
三
頁
。

（
10
）
日
本
中
学
校
編
『
日
本
中
学
校
五
十
年
史
』
日
本
中
学
校
、
一
九
三
七
年
、
七
〇
頁
。

（
11
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
〇
五
―
三
〇
六
頁
。
小
泉
信
三
は
『
福
沢
諭
吉
』（
ア

「実地有用之文学士」

189



テ
ネ
文
庫
、
一
九
四
八
年
）、『
福
沢
諭
吉
の
人
と
書
翰
』（
一
九
四
八
年
、
慶
友
社
）、『
福
沢
諭
吉
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
六
年
）
で
こ

の
書
簡
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（『
小
泉
信
三
全
集

第
二
十
一
巻
』
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
年
、
四
五
、
一
二
九
、
二
二
九
頁
）。

（
12
）
東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
『
文
学
会
雑
誌
』
第
一
号
、
一
八
八
三
年
、
四
九
頁
。
同
資
料
は
、
巻
末
の
「
会
員
姓
名
」
に
記

載
さ
れ
た
「
清
野
与
三
郎
」
の
下
部
に
筆
書
き
で
「
小
子
ノ
承
諾
ナ
シ
ニ
イ
レ
ル
ト
ハ
奇
怪
千
万
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
り
（「
三
」
の

字
は
誤
植
さ
れ
た
ら
し
く
、
筆
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
）、
ま
た
裏
表
紙
に
は
「
花
間
風
雨

風
雨
明
朝
豈
可
無

清
野
」
と
の
署
名
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
竹
越
与
三
郎
（
旧
姓：

清
野
）
の
旧
蔵
と
推
測
さ
れ
る
。

（
13
）
同
書
、
四
五
頁
。

（
14
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集

第
二
十
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
二
六
七
―
二
六
八
頁
。

（
15
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集

第
九
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
二
六
八
―
二
九
四
頁
。

（
16
）
小
川
原
正
道
「
福
沢
一
太
郎
の
米
国
留
学
と
慶
應
義
塾
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
『
法
学
研
究

法
律
・
政
治
・
社
会
』
第
九
五

巻
第
五
号
、
二
〇
二
二
年
。

（
17
）
一
太
郎
宛
書
簡
の
中
で
、
諭
吉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
外
国
留
学
ニ
金
を
費
す
と
て
、
是
れ
ハ
兼
而
申
入
候
通
り
、
貴
様
達

誕
生
之
其
時
よ
り
拙
者
之
心
掛
け
て
覚
悟
致
し
候
義
ニ
付
、
決
し
て
心
配
ニ
不
及
。」
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
五
巻
』
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
七
頁
。

（
18
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
二
九
二
頁
。

（
19
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
六
六
頁
。

（
20
）
一
八
七
〇
―
七
一
年
度
で
四
年
生
（SeniorClass

）
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。C

atalogue
of
the

O
fficers

and
Stu-

dents
ofO

berlin
C
ollege

for
the
C
ollege

Year
1870

―71,O
berlin:

Richard
Butler,Printer,N

ew
s
O
ffice,1870,p.9.

（
21
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
三
三
頁
。

（
22
）
同
書
、
三
三
三
―
三
三
四
頁
。
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（
23
）
三
田
演
説
会
に
お
い
て
諭
吉
は
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
一
二
月
に
は
「
英
文
学
ハ
サ
ル
可
ラ
ズ
」、
翌
年
一
月
に
は
「
英
語
英

文
ヲ
学
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
」、
二
月
に
は
「
英
語
ヲ
学
ブ
ノ
要
用
」
と
題
す
る
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
松
崎
欣
一
編
『
三
田
演
説
会
資
料
』

慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
年
、
一
五
四
頁
。

（
24
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
七
―
一
七
八
頁
。

（
25
）
同
書
、
三
二
三
―
三
二
四
頁
。

（
26
）
「
今
後
ハ
商
売
工
業
之
方
向
ニ
転
す
る
の
外
無
之
、
万
事
万
端
金
是
れ
権
力
と
申
ス
風
潮
ハ
甚
タ
強
し
。
我
輩
之
知
人
之
間
ニ
も
、
近

来
ハ
大
ニ
発
明
し
て
金
と
申
声
日
ニ
喧
し
き
が
如
し
。
追
々
は
米
国
風
に
可
相
成
、
勿
論
夫
れ
ニ
付
、
様
々
之
弊
ハ
可
有
之
候
得
共
、
是

亦
致
方
な
し
。
何
卒
貴
様
も
此
一
義
ハ
忘
れ
ず
し
て
、
生
計
之
心
掛
ケ
可
然
。
拙
者
が
兼
而
一
度
ハ
商
法
学
校
へ
入
る
も
可
然
と
申
し
た

る
は
之
が
為
メ
な
り
。
半
年
位
之
事
な
れ
バ
、
何
時
か
一
度
ハ
入
学
卒
業
被
致
度
候
。」
同
書
、
三
一
二
頁
。

（
27
）
同
書
、
三
二
三
頁
。

（
28
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
二
四
―
三
二
五
頁
。

（
29
）
同
書
、
三
二
五
頁
。

（
30
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
五
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
八
〇
頁
。

（
31
）
同
書
、
三
九
―
四
〇
頁
。
原
文
は
次
の
通
り
。

﹇
…
…
﹈I
advise

him
notto

spend
tim

e
in

w
riting

or
speculating

on
abstractand

unpracticalsubjects
Thus

as
you

know
he

is
m
uch

disposed
to
do

﹇
…
…
﹈H

e
is
no

longer
radicalin

his
view

butday
by

day
becom

ing
broader

and
m
ore

com
prehensive

I
think

w
ith

proper

﹇
マ
マ
﹈

training
he

m
ay

yetbe
a
briliantthinker

and
com

poser
H
e
has

far
m
ore

w
itand

hum
or

than
Stagiro

indeed
I
have

rarely

m
eta

m
an

ofany
nationality

m
ore

so
Idon’tknow

ifitevershow
ed

itselfto
you

―butitis
really

w
onderful

﹇
…
…
﹈

Certainly
he

is
notcalculated

fortechnicalstudies
butsuch

m
en

are
rarely

broad,com
prehensive

thinkers
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Iam
sure

he
w
illdo

yournam
e
creditas

a
m
an

and
you

m
ay

yetbe
very

proud
ofhim

ifyou
are

notnow

（
32
）
同
書
、
八
九
―
九
〇
頁
。

（
33
）
同
書
、
一
一
八
頁
。

（
34
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
〇
七
頁
。

（
35
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集

第
五
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
二
頁
。

（
36
）
同
書
、
二
九
二
頁
。

（
37
）
金
文
京
「
福
沢
諭
吉
の
漢
詩
36

塔
ノ
沢
温
泉
で
の
執
筆
と
来
客
」
福
沢
諭
吉
協
会
『
福
沢
手
帖
』
第
一
七
九
号
、
二
〇
一
八
年
。

（
38
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集

第
十
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
四
九
七
頁
。

（
39
）
同
書
、
四
九
八
頁
。

（
40
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集

第
十
二
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
三
六
三
頁
。

（
41
）
同
書
、
三
六
二
頁
。

（
42
）
山
名
次
郎
「
文
学
及
び
哲
学
の
思
想
」
交
詢
社
『
交
詢
雑
誌
』
第
三
三
〇
号
、
一
八
八
九
年
、
五
―
七
頁
。

（
43
）
山
名
次
郎
「
我
国
に
於
け
る
英
国
派
と
独
逸
派
」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
六
号
、
一
八
九
八
年
、
三
―
五
頁
。

（
44
）
「
慶
應
義
塾
大
学
部
文
学
科
（
在
慶
應
義
塾
某
投
書
）」『
早
稲
田
文
学
』
第
一
次
第
一
期
第
三
号
、
早
稲
田
文
学
社
、
一
八
九
一
年
、

二
八
頁
。

（
45
）
清
岡
暎
一
編
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
よ
り
の
新
資
料
』
慶
應
義
塾
、
一
九
八
三
年
、
一
〇
三
頁
。
英
語
原
文

は
次
の
通
り
（
同
書
後
半
部
・
英
語
版
の
一
〇
六
頁
）。

The
kind

of
m
an

w
anted

in
the

D
epartm

entof
English

Literature
is
rather

a
practicaland

interesting
teacher

than
a
profound

scholar.The
students

ofEnglish
expectto

be
journalists,teachers,clerks,secretaries,etc.The

chief
purpose

of
the

course
is
to

fitJapanese
students

for
the

correctspeaking
and

w
riting

of
m
odern

English
w
ith

a
sound

w
orking

know
ledge

of
English

Lit-
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erature.Ifeelquite
certain

thatthe
cultivation

ofthe
rem

oterand
m
ore

refined
literary

tastes
is
outofplace

in
Japan.

（
46
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集

第
十
六
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
、
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
。

（
47
）
同
書
、
一
〇
七
頁
。

（
48
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集

第
二
十
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
三
五
五
頁
。

（
49
）
鎌
田
栄
吉
「
修
身
要
領
の
略
解
」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
二
五
号
、
一
九
〇
〇
年
、
二
〇
頁
。

（
50
）
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
『
早
稲
田
大
学
百
年
史

第
一
巻
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
二
四
―
一
〇
二
五
頁
。

（
51
）
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
3
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
二
二
年
、
一
五
〇
頁
。

慶
應
義
塾
文
学
科
の
不
振
の
理
由
を
、
東
京
専
門
学
校
と
の
対
比
か
ら
考
え
る
と
、
ま
ず
は
中
等
教
員
無
試
験
検
定
の
特
権
を
維
持
で

き
な
か
っ
た
点
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
慶
應
義
塾
文
学
科
は
文
部
省
に
こ
の
特
権
を
願
い
出
て
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
文
部
省
か

ら
認
定
を
受
け
た
も
の
の
、
程
な
く
取
り
消
し
と
な
っ
た
。
取
り
消
し
直
後
の
『
慶
應
義
塾
学
報
』
は
、「
是
々
の
教
育
学
を
授
く
可
し
」

「
教
育
の
演
習
を
行
ふ
可
し
」
と
い
う
「
文
部
省
の
注
文
」
に
従
う
こ
と
は
、
か
え
っ
て
「
他
の
多
数
者
の
修
学
上
に
不
便
不
利
を
来
す
」

こ
と
か
ら
、
敢
え
て
「
特
典
を
返
上
」
し
た
と
強
気
に
述
べ
て
い
る
（「
特
典
取
消
の
事
情
」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』

第
三
六
号
、
一
九
〇
一
年
、
八
一
―
八
二
頁
）。
し
か
し
一
度
は
特
権
を
願
い
出
て
い
る
訳
で
あ
っ
て
、
結
局
は
当
時
の
文
学
科
が
、
文

部
省
の
要
求
に
余
裕
を
持
っ
て
応
じ
る
だ
け
の
陣
容
を
整
備
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て

そ
の
原
因
を
作
り
出
し
た
遠
因
の
ひ
と
つ
は
、
福
沢
諭
吉
が
主
張
し
て
い
た
「
文
学
」
観
、
す
な
わ
ち
「
文
学
」
と
は
「
俗
世
界
」
で

「
実
用
」
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
か
つ
「
文
学
」
教
育
の
過
程
で
は
実
践
的
英
語
力
の
養
成
も
同
時
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

る
考
え
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
日
本
人
教
員
の
拡
充
に
積
極
的
で
、
帝
国
大
学
に
準
ず
る
人
文
学
の
研
究
教
育
拠
点
の
構

築
を
目
指
し
、
学
科
増
設
（
史
学
科
）
も
成
し
遂
げ
て
い
た
東
京
専
門
学
校
と
、
当
時
の
慶
應
義
塾
文
学
科
を
比
較
す
れ
ば
、
た
と
え
書

類
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
同
小
異
に
見
え
て
も
、
そ
の
内
実
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
学
生
募
集
に
も
影
響
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「実地有用之文学士」
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（
52
）
「
三
田
文
学
会
の
再
興
」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
三
号
、
一
八
九
八
年
、
八
六
頁
。

（
53
）
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
百
年
史

中
巻
（
前
）』
慶
應
義
塾
、
一
九
六
〇
年
、
三
四
六
―
三
四
七
頁
。

（
54
）
福
沢
一
太
郎
「
食
物
学
理
の
一
斑
（
上
）」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
七
号
、
一
八
九
九
年
、
五
一
頁
。

（
55
）
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
福
沢
一
太
郎
蔵
書
目
録
（
付

福
沢
宗
家
寄
贈
洋
書
）』
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九

九
八
年
。
特
に
和
書
目
録
で
は
、
日
本
の
近
代
文
学
作
品
は
皆
無
で
、
江
戸
時
代
の
漢
籍
や
戯
作
が
目
立
つ
。

（
56
）
福
沢
一
太
郎
「
食
物
学
理
の
一
斑
（
下
）」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
八
号
、
一
八
九
九
年
、
六
五
―
六
六
頁
。

（
57
）
福
沢
一
太
郎
「
英
米
の
気
風
と
我
慶
應
義
塾
」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
六
七
号
、
一
九
〇
三
年
、
四
頁
。

（
58
）
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
百
年
史

別
巻
大
学
編
』
慶
應
義
塾
、
一
九
六
二
年
、
六
二
頁
。

（
59
）
青
木
徹
二
「
独
逸
大
学
の
真
相
」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
三
三
号
、
一
九
〇
〇
年
、
三
七
―
三
八
頁
。

（
60
）
福
沢
一
太
郎
「
日
英
同
盟
と
英
文
学
」
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
五
〇
号
、
一
九
〇
二
年
、
一
頁
。

（
61
）
同
書
、
同
頁
。

（
62
）
高
橋
都
素
武
編
『
全
国
学
校
案
内

明
治
四
十
二
年
』
内
外
出
版
協
会
、
一
九
〇
九
年
、
六
七
頁
。
一
方
で
同
書
は
早
稲
田
大
学
を

「
早
稲
田
の
文
科
は
世
已
に
定
評
あ
り
、
そ
は
同
科
が
文
壇
有
数
の
士
を
出
せ
る
事
多
き
に
徴
し
て
明
か
な
る
事
実
で
あ
る
」「
純
文
学
の

学
校
と
し
て
は
優
に
帝
国
大
学
を
凌
駕
し
て
居
る
」
と
激
賞
す
る
（
同
書
、
六
一
―
六
二
頁
）。
た
だ
し
同
書
に
は
高
田
早
苗
が
序
文
を

寄
せ
、
ま
た
高
橋
都
素
武
が
の
ち
に
興
し
た
「
南
北
社
」
は
「
早
稲
田
大
学
関
係
諸
氏
多
数
の
後
援
を
得
て
起
れ
る
新
営
書
肆
」
で
あ
っ

た
か
ら
（『
早
稲
田
学
報
』
第
二
一
三
号
、
一
九
一
二
年
、
二
二
頁
）、
早
稲
田
の
評
価
に
つ
い
て
は
割
り
引
い
て
見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

（
63
）
「
瀕
死
の
慶
應
義
塾
（
惨
憺
た
る
文
学
科
）」『
無
名
通
信
』
第
一
巻
第
一
七
号
、
無
名
通
信
社
、
一
三
頁
。

（
64
）
同
書
、
一
六
―
一
八
頁
。

（
65
）
同
書
、
一
九
頁
。
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（
66
）
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
文
学
科
の
在
学
者
が
不
在
と
な
っ
て
以
降
初
め
て
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
は
四
名
の
入
学
者

が
あ
り
（
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
3
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
二
二
年
、
九
七
頁
）、
以
降
の

在
学
者
数
は
大
正
中
期
ま
で
概
ね
一
〇
名
か
ら
二
〇
名
程
度
で
推
移
し
た
（
同
書
、
一
五
〇
―
一
五
一
頁
）。
こ
の
数
字
は
、
同
時
期
に

常
時
三
百
名
程
度
の
学
生
を
有
し
て
い
た
早
稲
田
大
学
文
学
部
と
比
べ
る
と
大
き
な
差
が
あ
り
（
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
『
早
稲
田

大
学
百
年
史

第
二
巻
』
早
稲
田
大
学
、
一
九
八
一
年
、
一
一
七
八
頁
）、
数
字
の
み
を
見
れ
ば
、
本
文
中
で
言
及
し
た
試
行
錯
誤
が
学

生
募
集
に
絶
大
な
効
果
を
発
揮
し
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
と
も
か
く
文
学
科
の
命
脈
を
保
ち
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
以
降
の

大
学
令
下
に
お
け
る
文
学
部
の
発
展
を
準
備
し
た
と
い
う
点
で
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

「実地有用之文学士」
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